
 
本
朝
画
法
大
伝 

  

和
漢
画
祖
伝
記 

画
に
和
漢
の
別
あ
り
、
古
は 
本
朝
に
名
手
多
し
、
中
ニ
も
百
済
河
成
巨
勢
金
岡
藤
原
信
実
土
佐
家

之

祖

、
和

画
ノ
達
人
な
り
、
し
か
る
に
人
皇
百
一
代
後
小
松
院
ノ
御
宇
、
応
永
年
中
に
異
国
よ
り
如
雪
乱
芳
軒
と

云
僧
来
り
て
、
漢
画
を
描ヱ

カ

き
て
名
を
当
時
に
播ホ

ド

こ
す
、
爰
に
狩
野
祐
清
正
信
元
信
か
父 

 

永
享
年
中
人
也

と
い
ふ
者
あ
り
、

如
雪
を
師
と
し
て
漢
画
を
学
べ
り
、
又
其
後
周
文
と
云 

春
育イク

と
も
云

唐
僧
来
り
、
相
国
寺
に
住
し
漢
画
を
よ
く

す
、
雲
谷
寺
之
座
主
雪
舟
備
中
国
赤
濱
之 

人
也
姓
ハ
山
田
也 

満
渓
斎
と
も
米
元
山
主
と
も
い
ふ
、
後
花
園
院
寛
正
年
中
大
明
に
入
、
四
明
天
台
に

登
り
第
一
座
主
と
成
、
帰
都
之
後
周
防
国
山
口
雲
谷
寺
に
住
す
、
仍
て
雲
谷
と
云

周
文

を
師
と
し
漢
画
を
学
ぶ
、
此
時
正
信
も
同
じ
く
周
文
に
教
を
受
た
り
、
雪
舟
・
正
信
同
門
た
る
を
以
て

両
人
之
筆
勢
周
文
に

ホ

ウ

ホ

ツ

 

サ
モ
ニ
タ
リ

髣

髴
た
り
、
又
藤
原
信
実
か
末
裔
に
土
佐
将
監
光
信
と
云
者
、
天
性
和
画
に
工
に

し
て
遠
祖
信
実
に
も
恥
ず
和
画
之
第
一
と
称
せ
ら
る
時
に
正
信
か
子
光
信
後
古
法
眼

と

い

ふ

土
佐
光
信
か
女
を
娶メ

ト

り
て
縁
家
の
好
を
結
び
、
且
光
信
に
和
絵
の
法
を
受
た
り
、
此
時
諸
国
乱
れ
て
軍
戦
し
ば

〱
打
続
世

間
お
だ
や
か
な
ら
ず
、
光
信
は
難
を
紀
州
に
さ
け
、
或
は
泉
州
和
州
に
身
を
ひ
そ
め
て
太
平
之
時
を
俟

け
り
、
雪
舟
は
筑
前
に
下
り
蘆ア

シ

屋
に
寓
居
し
て
釜
の
絵
を
書
て
給
食
す
、
後
又
大
明
国
に
渡
り
張
有
聲

を
師
と
し
て
画
の
草
を
習
得
て 

本
朝
に
帰
ル
、
是
本
朝
草
画
の
は
し
め
な
り
、
是
よ
り
前
は
皆
真
画

の
ミ
に
し
て
草
な
し
、
此
雪
舟
を
漢
画
師
と
い
ふ
、
又
元
信
は
本
朝
に
産
れ
て
何
ぞ
異
国
の
風
骨
を
事

と
せ
ん
や
と
い
ふ
て
漢
画
を
物
の
数
と
も
せ
ず
、
専 

本
朝
の
風
格
を
建
と
す
、
是
に
於
て
和
漢
の
両

品
を
別
て
り
、
雪
舟
を
漢
画
師
と
名
付
ヶ
、
元
信
を 

本
朝
の
画
師
と
称
す
る
心
を
以
て
本
画
師
と
称

せ
り
、
是
に
よ
り
て
自
然
と
狩
野
氏
の
流
儀
を
総
名
に
本
画
と
呼
来
れ
り
、
曾
て
明
国
の
鄞
城
鄭
沢

キ
ン
ジ
ャ
ウ
テ
イ
タ
ク

と

い
ふ
者
元
信
に
書
を
贈
り
て
亶

マ
コ
ト

に
狩
野
氏
ハ
画
家
の
徴
証
也
と
い
へ
り
、
又
土
佐
光
信
は
曾
て
累
世
和

画
の
名
家
な
れ
ば
漢
画
に
心
を
寄
せ
ず
漢
物
を
描

エ
ガ
ヽ

ず
草
画
を
描
ず
、
唯
真
画
の
ミ
益
事
と
せ
り
、
仍
而



和
画
師
と
呼
来
れ
り
、
以
上
合
せ
て
三
画
師
と
云
雪
舟
・
元
信
・

光

信

三

家

也

土
佐
ハ
天
性
器
用
の
勝
れ
た
る
者
な
り
、

元
信
は
修
行
シ
勝
れ
た
る
者
也
と
ぞ
案
ず
る
に
狩
野
元

信
我
意
を
た
て 

 

漢
画
に
事
と
せ
す 
本
朝
之
風
格
を
立
と
い
へ
ど
も
、
元
来
雪
舟
・
正
信

両
人
と
も
に
周
文
に
漢
画
を
学
び
し
よ
り
、
元
信
も
お
の
づ
か
ら
漢
画
の 

 

筆
勢
あ
り
、
況
や
草
画
を
雪
舟
よ
り
伝
受
、
事
な
れ
ば
漢
画
に
あ
ら
ず
し
て

な
ん
ぞ
和
の
風
格
の
ミ
と
い
は
ん
や
、
又
土
佐
・
光
信
に
和
画
の
法
を
学
ふ 

 

に
よ
り
和
漢
混
雑
し
て
其
筆
勢
和
に
あ
ら
ず
漢
に
あ
ら
ず
自
成
一

家
者
と
い
ふ
べ
し
、
又
土
佐
家
に
ハ
多
く
は
和
の
人
倫
を
描
を 

 

宗
と
し
て
草
木
芲
鳥
を
事
と
せ
ず
、
侭
に
禽
獣
を
画
た
る
も
皆
和
の
禽
獣

也
、
す
べ
て
人
倫
草
木
芲
鳥
に
至
る
ま
て
精
密
を
つ
と
む
、
依
而
草
画 

 

を
描
事
多
く
ハ
な
し
、
其
精
密
に
至

て
は
狩
野
家
は
流
の
及
所
に
あ
ら
ず 

 
 

 
 

 
 

浪
華
画
師
後
素
軒
識 

              



 

本
朝
画
法
大
伝 

 
 

 
 

土
佐
正
六
位
上
左
近
将
監
藤
光
起
撰 

 

〇
六
法 

〇
一
曰
、
気
運
生
動 

 

気
運
と
ハ
ま
つ
描ヱ

カ

か
ん
と
思
時
、
我
心
気
を
身
体
に
運

メ
グ
ラ

し
充ミ

タ

し
む
る
事
な
り
、
心
小
さ
く
気
充
ざ
る

時
ハ
筆
法
忰カ

ジ

け
衰
へ
常
に
不
足
す
、
憂

哀
カ
ナ
シ
ム

時
ハ
筆
勢
弱
く
柔
に
怒
る
時
ハ
筆
麁ア

ラ

く
剛
く
、
喜
時
ハ

筆

軟
ヤ
ハ
ラ
カ

に
弛

ユ
ル
ム

か
な
が
ゆ
へ
に
喜
怒
哀
楽
も
其
正
し
き
を
得
を
要
と
す
、
唯
平
気
に
し
て
臆
し
た
る
心

も
な
く
溌

ハ
ズ
ミ

た
る
心
も
な
く
、
気
を
身
体
に
充
満
し
て
天
地
に
亘
る
心
に
し
て
、
何
心
な
く
書
出
す
を

云
な
り
、
生
動
と
ハ
た
と
へ
ハ
鬼
神
人
物
よ
り
し
て
禽
獣
草
木
に
至
る
ま
て
皆
そ
れ

〱
に
霊
気
を

含
ミ
さ
な
が
ら
目
前
に
其
物
を
見
る
か
如
く
、
将
士
ハ
武
威
を
か
ゝ
や
か
し
、
宮
女
ハ
艶
色
の
姿
を

現
ハ
し
、
僧
侶
は
方
便
の
顔
を
現
し
、
鳥
に
飛
鳴
の
勢
あ
り
、
獣
に
吠
走
の
形
あ
り
、
松
栢
は
霜
雪

を
凌
き
怪
節
枯
形
あ
り
、
龍
虎
ハ
風
雲
の
気
を
含
ミ
天
地
を
動
す
の
勢
あ
り
、
春
花
ハ
発
生
之
気
を

ふ
く
ミ
て
温
順
の
容
あ
り
、
夏
木
ハ
深
緑
を
な
し
て
茂
長
の
勢
あ
り
、
秋
草
ハ
乾
枯
の
気
を
催
し
蕭

殺
の
姿
あ
り
、
冬
花
ハ
雪
霜
を
帯
寒
蔵
の
色
あ
る
か
如
く
そ
れ

〱
に
霊
気
を
失
ハ
ざ
る
を
画
法
の

大
伝
第
一
と
す
る
所
也
、
ま
し
て
人
倫
画
像
を
第
一
の
秘
事
と
す
、
皆
そ
れ

〱
の
霊
気
う
つ
り
、

さ
れ
ば
神
具
は
ら
す
、
神
具
は
ら
さ
れ
ハ
祭
る
所
是
空
位
、
其
精
神
を
移
入
る
事
は
麁
工
之
及
所
に

あ
ら
さ
れ
と
も
初
よ
り
か
く
工
夫
を
な
し
て
修
行
セ
す
ん
バ
な
ん
ぞ
画
法
之
妙
所
に
至
る
事
を
得
ん
、

他
物
も
亦
し
か
り
、
唯
に
其
物
々
の
形
を
画
か
ゝ
ん
ハ
な
ん
そ
伝
授
に
及
べ
き
、
画
法
は
其
精
神
霊

気
を
写
入
る
を
法
の
極
意
と
定
る
な
り
、
す
べ
て
人
倫
よ
り
鳥
獣
蟲
魚
に
至
る
ま
て
生
あ
る
者
の
精

神
を
写
入
る
と
い
ふ
は
只
眼
晴
の
一
点
に
あ
り
、
顔
色
容
貌
整
と
い
へ
と
も
晴
の
一
点
死
す
る
時
ハ

な
ん
ぞ
霊
気
の
具
は
る
へ
き
慎
し
む
へ
き
の
至
り
な
り 

 



〇
二
曰
、
骨
力
用
法 

骨
力
と
は
筆
の
持
様
の
事
也
、
画
に
精
神
の
入
る
と
い
ふ
ハ
皆
指
骨
の
力
に
あ
り
、
故
に
骨
力
と
云
、

堅
か
ら
す
弱
か
ら
す
、
指
先
に
て
い
か
に
も
軽
く
い
か
に
も
つ
よ
く
挟
ミ
た
る
心
を
よ
し
と
す
、
堅

く
持
時
ハ
筆
は
た
ら
か
す
遅
渋
す
、
弱
き
時
は
勢
な
し
、
強
直
に
温
和
に
気
高
く
潤
ひ
て
光
沢
あ
る

ハ
是
指
頭
之
妙
也
、
骨
力
之
事
ハ
言
語
文
字
を
以
て
述
べ
き
所
に
あ
ら
す
、
是
を
手
に
得
て
是
を
心

に
応
す
る
も
の
也
、
画
ハ
第
一
質
画
の
墨
描
を
以
て
工
拙
を
弁
す
る
も
の
也
、
彩
色
画
ハ
画
之
具
に

て
紛
る
ゝ
事
も
あ
れ
と
も
、
墨
描
悪
け
れ
は
其
拙
所
ハ
画
具
に
て
は
お
ほ
ひ
か
た
し
、
第
二
に
は
古

者
よ
り
今
に
至
る
ま
で
名
人
の
法
を
立
置
た
る
様
々
の
筆
格
を
わ
か
ち
て
混
雑
な
き
様
に
心
を
細
に

付
へ
し
、
又
ハ
真
行
草
の
三
格
を
分
別
し
大
中
小
の
三
品
の
筆
法
を
能
々
心
を
付
て
書
へ
し
、
是
を

用
法
と
い
ふ
、
筆
法
の
悪
と
い
ふ
は
弱
く
重
く
賤
し
く
平
に
し
て
圜

マ
ロ
ミ

な
く
滞
り
多
を
禁
也
、
其
所
に

至
て
は
言
語
に
展
か
た
き
味
甚
多
し 

 

〇
三
曰
、
応
レ

物
写
レ

形 

千
体
万
形
皆
そ
れ

〱
物
毎
相
応
す
る
様
に
描
事
也
、
た
と
へ
ハ
帝
王
ハ
位
尊
く
儒
賢
ハ
忠
恕
の
心

を
あ
ら
ハ
し
ふ
く
ミ
、
樹
は
硬
く
草
ハ
柔
に
春
景
は
温
潤
を
含
ミ
、
秋
景
ハ
寂
寥
の
容
あ
る
か
如
く

相
応
に
描
く
を
云
、
又
絹
紙
の
大
小
長
短
に
よ
つ
て
相
応
に
か
く
へ
し
、
橢
物
に
平
も
の
直
な
る
も

の
に
長
た
く
ひ
、
是
相
応
せ
りさ

る
也 

 

〇
四
曰
、
随
レ

類
賦
レ

彩 

其
品
物
の
類
に
随
て
似
合
た
る
画
具
を
用
ゆ
る
事
也
、
た
と
へ
ハ
青
に
品
々
あ
り
、
其
相
応
に
し
た

か
ふ
て
紺
青
緑
青
白
緑

澱
ア
イ
ラ
ウ

蒼
緑
を
用
ゆ
へ
し
、
赤
に
品
々
あ
り
、
其
品
に
随
て
朱
を
用
、
丹
を
用

る
か
如
く
、
又
ハ
質
絵
の
真
行
草
に
依
て
画
具
の
濃
淡
浅
深
浮
沈
あ
る
事
を
い
ふ
な
り 



〇
五
曰
、
経
営
置
レ

位 

模
様
を
は
か
り
て
質
画
を
出
す
事
也
と
、
此
絹
此
紙
に
ハ
人
倫
を
い
か
ほ
と
に
画
形
ハ
か
く
の
如
く

に
す
へ
し
と
思
案
を
め
く
ら
し
、
又
屏
風
な
ら
は
花
鳥
を
描
か
ん
に
ま
つ
は
し
の
一
二
枚
め
其
画
の

う
し
ろ
に
成
所
に
ハ
大
樹
を
か
き
、
其
下
に
は
岩
を
書
、
間
々
に
ハ
篠
な
と
を
書
て
〆
る
様
に
し
、

其
後
に
ハ
山
を
書
て
気
の
脱
ぬ
や
う
に
し
、
大
樹
の
梢
は
地
引
し
て
取
消
し
、
木
陰
に
ハ
谷
か
川
な

と
を
あ
い
し
ら
い
、
三
四
枚
め
に
ハ
梢
を
下
り
枝
に
、
其
下
の
野
地
に
ハ
大
鳥
な
と
を
書
、
小
鳥
な

と
所
々
に
見
合
同
し
事
の
な
き
様
に
配
り
模
様
を
引
た
つ
る
様
に
し
、
五
六
枚
め
に
は
水
な
と
書
、

水
草
少
々
取
合
セ
上
に
ハ
遠
山
浮
雲
な
と
を
あ
いひ

し
ら
い
格
好
に
書
ん
と
目
算
す
る
か
経
営
也
、
描

列
か
置
位
也
、
す
へ
て
画
ハ
大
小
共
に
真
中
に
描
を
禁
ふ
、
前
を
あ
け
後
へ
よ
せ
て
描
へ
し
、
又
婚

礼
な
と
の
屏
風
に
忌
も
の
あ
り
、
水
札
一
羽
描
事
、
山
雉
雉
子
な
と
の
た
く
ひ
鶴
な
と
に
て
も
一
羽

書
事
を
き
ら
ふ
、
秋
景
な
と
も
忌
へ
し
、
産
屋
の
画
に
雀
兎
燕
な
と
の
た
く
ひ
を
き
ら
ふ
、
亀
鶴
松

竹
牡
丹
蓮
花
な
と
の
類
何
方
ニ
も
碍
事
な
し
、
是
等
も
其
相
応
を
見
合
せ
描
か
経
営
置
位
也 

 

〇
六
曰
、
伝
謄タ

ウ

模
写 

師
匠
た
る
人
よ
り
画
本
を
借
り
て
膠
地
紙
に
伝
写
し
是
を
貯
置
第
一
之
宝
と
す
、
是
を
粉
木
と
い
ふ
、 

臨
に
す
る
は
あ
し
く
、
臨
に
す
れ
ハ
筆
勢
不
調
、
唯
其
形
を
似
セ
た
る
は
か
り
に
て
用
に
た
ゝ
ず
、

写
に
心
付
有
へ
し
、
画
本
に
不
似
し
て
宜
あ
り
、
不
似
し
て
悪
あ
り
、
似
て
宜
あ
り
、
似
て
不
宜
あ

り
、
其
画
を
学
ふ
に
は
粉
木
を
写
を
第
一
と
す
、
粉
本
を
持
さ
れ
は
習
事
あ
た
は
す
、
目
利
も
な
ら

す
、
粉
木
を
写
間
に
し
ゼ
ん
と
そ
れ

〱
の
筆
格
彩
色
も
覚
る
な
り 

   



 

〇
三
品 

〇
神
品 

則
気
運
生
動
也
、
出
於
天
性

人
莫
窺
其
巧
者
謂
是
神
品 

 
 

妙
品 

筆
墨
優
絶
伝

染
得
宜
意
趣 

 

有
余
者
曰
之
、
妙
品
術
を
よ
く
熟
し
格
式
を
超
、
法
を
は
な
れ
て
描
と
い
へ
と
も
、
法
を
や
ふ
る
事

な
し
、
是
則
画
意
不
画
形
者
な
り
、 

〇
能
品 

 

 

其
形
似
た
る
を
得
て
規
矩
を
失
ハ
さ
る
を
能
品
と
い
ふ
、
よ
く
法
を
守
り
て
格
式
を
覚
た
る
也
、
俗 

 

 

に
是
を
巧
者
と
い
ふ
、
こ
の
能
品
ハ
修
行
し
て
至
る
へ
し
神
品
妙
品
ハ
麁
工
の
至
り
か
た
き
所
な
り 

 
 

 

〇
十
二
忌 

一
、
置チ

迫ハ
ク

密ミ 
 

二
、
遠
近
不
レ

分 
 

三
、
山
無
二

気
脈

ミ
ャ
ク

一 
 

四
、
水
無
二

源
流
一 

 

五
、
境
無
二

彛ヰ

険ケ
ン

一 
 

六
、
路
無
二

出
入
一 

 

七
、
石
只
一
面 

 

九
、
人
物
傴
僂

ク

ル 
 

十
、
楼
閣
雑
乱 

 

十
一
、
滃ヲ

ウ

淡
失
レ

宜 
 

十
二
、
点
染
無
レ

法  

 

右
六
法
三
品
、
十
二
忌
ハ
唐
画
史
に
本
づ
く
画
家
之
先
務
也
、

忽
ユ
ル
ヤ
カ

に
す
べ
か
ら
ず 

  

〇
製
作
楷
模 

夫
画
の
道
は
言
語
文
字
を
以
て
得
べ
き
に
あ
ら
ず
、
黙
し
て
心
通
す
る
に
あ
り
、
其
黙
し
て
知
者
は
皆

是
を
言
語
に
得
、
其
言
語
よ
り
得
る
者
は
或
ハ
知
り
或
ハ
し
ら
ず
、
一
ハ
精
一
疎
な
り
、
故
に
博
と
せ

ず
、
博
学
て
約
に
す
る
者
ハ
皆
こ
れ
を
文
字
に
得
、
書
に
依
て
博
識
り
、
言
語
を
聞
て
精
し
黙
し
て
知

て
神
に
至
る
、
神
霊
備
る
者
は
画
工
の
妙
也
、
そ
れ
帝
王
ハ
天
日
龍
鳳
の
表
を
崇
く
し
、
儒
賢
は
忠
信

礼
義
の
風
を
顕
ハ
し
、
武
将
は
勇
敢
英
雄
の
容
を
多
く
し
、
貴
威
ハ
侈
靡
の
姿
を
尚
び
、
隠
逸
ハ
高
世

の
節
を
識
し
、
仕
女
は
艶
顔
窈
体
を
顕
し
、
釈
像
は
善
巧
方
便
の
顔
あ
り
、
道
流
は
修
真
度
世
の
範
を

具
し
、
外
夷
は
華
を
し
た
ひ
欽
順
之
情
あ
り
、
鬼
神
ハ
醜

馳
趡

シ
ウ
シ
ヤ
チ
サ
イ

の
状
に
宜
く
田
家
に
醇

ジ
ュ
ン

朴ハ
ク

の
真
あ
り
、



畜
獣
は
筋
力
精
神
毛
骨
隠
起
を
備
禽
鳥
は
毛
羽
翔
り
拳
り
飛
集
の
形
を
尚
ひ
、
龍
魚
は
游
泳
の
妙
昇
降

の
勢
あ
り
、
水
ハ
湯
々
と
し
て
動
が
如
く
、
山
ハ
隠
々
と
し
て
静
に
木
に
幹
枝
茂
長
を
尚
ひ
、
草
ハ
茎

葉
嫩ド

ン

柔ジ
ウ

あ
り
、
四
時
之
気
候
あ
り
、
陰
陽
之
向
背
あ
り
、
老
嫩ド

ン

の
先
後
あ
り
、 

屋
宇
ハ
折
算カ

ズ

欠
る
事
な

し
、
田
野
咸カ

ン

土
の
景
候
に
皆
そ
れ

〱
に
筆
力
の
斉
整

セ

イ

〱

な
る
を
画
法
之
楷
模
と
は
い
ふ
な
り 

  

〇
山
水
総
論 

大
凡
山
水
を
描
に
意
筆
頭
に
在
り
、
丈
山
尺
樹
寸
馬
豆
人
是
其
大
法
也
、
遠
人
鼻
目
な
く
遠
樹
枝
條
な

く
遠
山
皴シ

ハ

な
く
隠
々
と
し
て
眉
の
如
く
、
遠
水
波
な
く
高
事
雲
と
斉
し
是
其
訳
也
、
山
腰
ハ
雲
塞
り
、

石
壁
ハ
泉
塞

フ
サ
ガ

り
、
楼
閣
は
樹
塞
り
、
道
路
ハ
人
塞
り
、
石
ハ
三
面
を
見
ず
、
是
其
訳
也
、
山
水
を
描
に

峭

尖

タ
カ
ク
ス
ル
ド

な
る
も
の
ハ
峯
、
平
夷

タ
イ
ラ
カ

な
る
も
の
ハ
嶺
、
峭

壁
ソ
バ
ダ
ツ

も
の
ハ

崖
キ
リ
キ
シ

、
穴
あ
る
も
の
は

岫
ヤ
マ
ノ
ク
キ

、
石
に

か
ゝ
る
も
の
ハ
岩
、
形
円
な
る
物
ハ
巒ミ

ネ

、
両
山
路
を
は
さ
む
も
の
ハ
壑タ

ニ

、
両
山
水
を
夾
も
の
ハ

澗
タ
ニ
ガ
ハ

、
水

川
に
注
ぐ
も
の
ハ

渓
タ
ホ
タ
ニ

、
泉
通
ず
る
も
の
ハ
谷

コ
タ
ニ

、
路
下
の
土
山
ハ
坡

ツ
ヽ
ミ

、
目
を
極
め
て
平
夷
な
る
も
の
ハ

坂
、
も
し
よ
く
弁
別
セ
ハ
山
水
の
彷
彿
た
る
事
を
知
り
、
そ
れ
を
観
る
に
先
気
象
を
見
、
後
ニ
清
濁
を

弁
へ
、
賓
主
の
朝
揖
を
分
つ
、
群
嶺
の
威
儀
を
列
ぬ
、
多
け
れ
は
乱
、
少
け
れ
は
慢
、
多
か
ら
す
少
か

ら
す
、
遠
近
を
知
ら
ん
と
要
セ
ハ
遠
山
ハ
近
水
に
連
る
事
を
得
す
、
山
腰
ハ
寺
を
回
抱
し
安
す
べ
き
を

見
よ
、
断
岸
乱
堤
に
ハ
小
橋
を
置
へ
し
、
路
あ
る
所
に
は
行
人
あ
り
、
道
な
き
所
に
は
林
木
あ
り
、
岸

崖
の
古
木
ハ
根
を
露
し
て
蔓
纏
、
流
に
臨
石
岸
ハ
嶔
空
に
し
て
水
痕
苔
蘚
あ
り
、
凡
林
木
を
画
に
ハ
遠

は
疎
平
に
近
ハ
高
密
也
、
葉
有
も
の
ハ
枝
軟
に
、
葉
な
き
も
の
ハ
枝
硬
く
、
松
皮
ハ
魚
鱗
に
似
、
栢
膚

ハ
身
に
纏
、
土
に
生
す
る
も
の
ハ
脩
長
に
し
て
正
直
、
石
に
生
す
る
も
の
ハ
挙
曲
に
し
て
伶
介
、
古
木

ハ
節
多
く
し
て
半
死カ

ル

、
寒
林
は
扶
疎
に
し
て
蕭
森
た
り
、
凡
山
水
を
描
に
ま
つ
四
時
を
按
す
へ
し
、
春

景
ハ
霧キ

リ

消
烟
篭
、
樹
木
隠
々
と
し
て
遠
水
に
藍
を
揉モ

ミ

、
山
ハ

堆
ウ
ヅ
タ
カ
ク

青
に
宜
し
く
、
夏
景
は
林
木
天
に
蔽ヲ

ホ

ひ
、
緑
蕪
平
坂
雲
を
う
か
つ
瀑
布

ハ

ク

フ

水
に
近
き
幽ユ

ウ

亭
あ
り
、
秋
景
は
水
天
一
色
す
、
簇
々
た
る
疎
林
鴈
烟



空
に
橫
ハ
り
、
蘆
沙
汀
に
裊ヲ

ル

、
冬
景
は
平
地
を
雪
ト
な
し
、
老
樵
薪
を
負
、
漁
舟
岸
に
傍ソ

ヒ

、
水
浅
く
沙

平
に
し
て
凍
雲
黯
淡
た
り
、
酒
旗
孤
村
あ
り
、
風
雨
ハ
天
地
を
分
た
す
、
東
西
を
弁
か
た
し
、
行
人
の

傘
笠
漁
舟父

の
蓑
笠
あ
り
、
風
有
て
雨
な
く
は
た
ゞ
樹
枝
の
斜
な
る
を
看
よ
、
雨
有
て
風
な
く
は
枝
葉
下

り
垂
ル
雨
霽
時
は
雲
収
り
天
碧
に
し
て
薄
霏
凝コ

リ

、
山
光
緑
を
添
、
漁
父
網
を
斜
陽
に
干
す
、
暮
景
ハ
山

落
日
を
啣
ミ
帆
を
江
演
に
卸
す
、
人
行
急
に
し
て
半
柴
扉
を
扄
す
、
或
烟
斜
に
霧
横
ハ
り
、
或
雲
遠
岫

に
帰
り
、
或
ハ
秋
江
を
晩
に
渡
り
、
古
塚
断
碑
筆
法
布
置
す
、
更
に
岐
に
臨
事
を
見
すよ

、
山
形
は
犯
重

事
を
得
す
、
樹
頭
ハ
整
斉
を
得
さ
れ
若
意
を
爰
に
留
る
者
ハ
す
べ
か
ら
く
心
に
玄
微
不
測
之
神
妙
を
会

す
へ
し 

  

〇
画
論
秘
訣 

夫
画
の
要
ハ
軽
の
一
字
に
止
の
ミ
、
た
と
へ
バ
真
の
極
彩
色
也
と
も
軽
の
意
を
忘
べ
か
ら
す
〇
絵
は

質
朴

シ
ツ
ハ
ク

な
る
が
よ
し
是
ハ
そ
の
ま
ゝ
に
て
繕
事
な
か
れ
と
や云

事
也
、
繕
へ
ば

蟠
ワ
ダ
カ
マ

り
て
見
ぐ
る
し
く
気
去ヌ

ケ

て
死
す 

○
墨
色
ハ
潤
か
よ
し
、
潤
ハ
自
然
の
妙
也
、
但
口
伝
あ
り
、
描
た
る
跡
を
扱
こ
と
な
か
れ
、 

扱
へ
ハ
馞
り
て
あ
し
ゝ
、
又
深
墨
も
浅
墨
も
筆
に
多
く
含
セ
て
渇
さ
る
様
に
墨
を
も
た
せ
て
書
心
得
あ

れ
ハ
光
沢
あ
り
て
よ
し
、
是
則
軽
之
義
也
、
飛
白
渇
筆
ハ
所
に
よ
る
へ
し
〇
骨
法

フ
デ
ユ
キ

は
直
な
る
を
以
よ
し

と
す
、
只
滞
処
な
く
筆
を
浮
な
ら
す
沈
な
ら
す
、
何
の
意
も
な
く
さ
ら
り

と〱
書
へ
し
、
兎
角
大

様
に
書
か
よ
し
、
筆
勢
を
顕
し
た
く
お
も
ひ
屹
屈

ギ

ク

々
々

〱

と
利
ハ
小
出
来
過
て
見
く
る
し
、
し
か
れ
と
も

筆
勢
ハ
強
か
よ
し
、
弱
け
れ
ば
往
へ
き
所
ま
て
往
至
か
ず
、
揮
て
精
神
備
ハ
ら
す
、
不フ

膠ク
サ

毛ド

辺ウ

紙シ

な
と

に
画
に
は
別
て
口
伝
多
し
、
不
膠
毛
辺
紙
に
荷
葉

ハ
ス
ノ
ハ

な
ど
の
ご
と
く
座バ

広
も
の
を
か
く
に
ハ
指
頭
に
て
紙

を
摑

ツ
カ
ミ

皴シ
ハ

ら
せ
て
書
へ
し
、
唯
に
描
時
は
滑

ヌ
ラ
リ

と
し
て
気
脱ヌ

ケ

て
悪
し
〇
草
木
を
描
に
枝
葉
花
共
に
な
く
て

叶
さ
る
所
に
は
か
り
書
べ
し
、
そ
れ
も
少
し
は
た
ら
ぬ
く
ら
い
を
よ
し
と
す
、
無
用
の
枝
葉
あ
る
は
賤

し
、
人
倫
の
衣
紋
皺
な
と
も
文
理
す
く
な
き
か
よ
し
、
何
に
て
も
十
分
に
残
さ
す
書
を
き
ら
ふ
、
事
少



な
に
し
て
意
一
は
い
な
る
を
よ
し
と
す
、
下
工
の
画
た
る
は
意
い
た
ら
さ
る
ゆ
へ
十
分
に
書
て
も
却
て

足
ら
ぬ
や
う
に
見
ゆ
、
良
工

ジ
ヤ
ウ
ズ

書
た
る
は
事
少
な
に
て
意
十
分
に
余
る
〇
草
木
の
葉
花
な
と
に
四
花
四
葉

を
禁
と
云
ハ
世
俗
の
諺
也
、
画
家
に
其
論
な
し
、
し
か
れ
と
も
又
俗
習
に
随
て
陽
数
に
す
べ
し
〇
筆
法

は
異
風
を
好
へ
か
ら
す
、
或
ハ
切
へ
き
所
を
不
切
続
へ
き
所
を
切
か
如
き
、
微
塵

ス

コ

シ

の
所
に
て
巧
拙
見
ゆ

る
也
、
大
な
る
所
は
気
の
付
安
き
も
の
な
れ
と
も
細
な
る
所
に
ハ
疎
略
多
し
、
古
工
の
描
た
る
を
よ
く

〱
見
へ
し
〇
総
て
物
の
状
を
描
に
よ
く
生
に
似
て
あ
し
き
あ
り
、
生
に
不
似
し
て
あ
し
き
有
、
生
に

似
て
良
と
は
常
の
法
也
、
生
に
不
背
し
て
よ
き
と
は
是
則
画
の
法
也
、
伝
授
口
決
爰
に
在
、
唯
筆
勢
と

墨
色
と
に
子
細
あ
る
の
ミ
、
凡
画
を
学
に
ま
つ
物
の
状
を
な
ら
ひ
、
次
に
骨
法
を
習
ひ
、
次
に
心
を
覚

る
、
爰
に
至
り
て
は
言
語
に
述
か
た
き
味
甚
多
し
〇
総
て
画
を
書
に
墨
画
は
か
り
に
よ
ら
す
極
彩
色
な

り
と
も
大
方
あ
つ
さ
り
と
書
へ
し
、
模
様
調
ハ
さ
る
か
よ
し
、
添
物
も
三
分
一
ほ
と
書
た
る
か
よ
し
、

詩
歌
の
心
を
か
く
と
も
咸
出
す
へ
か
ら
す
、
お
も
ひ
入
を
含
す
へ
し
、
白
紙
も
も
や
う
の
内
な
れ
ハ
心

に
て
ふ
さ
く
へ
し
、
異
国
の
画
ハ
文
の
如
く 

本
朝
の
画
ハ
詩
の
如
し
、
画
ハ
詩
の
か
た
ち
、
詩
ハ
画

の
意
と
も
い
へ
り
、
和
画
に
屋
根
を
不
画
し
て
座
席
を
顕
す
も
是
土
佐
光
信
が
巧
に
し
て
漢
画
の
及
は

さ
る
所
也
、
唐
人
も
感
し
け
る
と
也
、
是
不
似
し
て
良
と
云
も
の
な
り
、
所
謂
変
也
奇
也
権
也
草
也
花ハ

ナ

也
、
漢
画
ハ
正
也
経
也
真
也
実
也
、
其
真
実
な
る
に
至
て
は 

本
朝
古
名
画
師
と
い
へ
と
も
漢
画
に
ハ

及
ば
ざ
る
所
あ
り 

  

〇
彩
色 

彩
色
ハ
浅ウ

ス

き
を
佳
と
す
、
是
則
軽
也
、 

極
彩
色
に
て
も
此
心
ハ
不
レ

離
ハ
ナ
レ

、
初
学
の
者
の
彩
色
ハ
書
口
よ

り
必
深
、 

彩
色
深
け
れ
ば
重
く
賤
し
く
し
て
死
す
、
地
画
死
し
て
も
彩
色
に
て
活
事
あ
り
、
下
工
も
老

功
な
る
は
地
画
死
て
も
彩
色
光
沢

ツ

ヤ

あ
ら
は
れ
て
上
工
の
書
た
る
に
彷
彿

マ
ギ
ル
ヽ

事
有
、
又
器
用
人
に
超
た
り
と

て
も
初
心
の
者
は
質
画
の
筆
勢
よ
く
書
出
し
て
も
彩
色
に
て
死
事
あ
り
、
是
軽
の
心
を
不
知
ゆ
へ
な
り
、



大
概
其
意
を
覚
て
も
機
に
応
す
る
か
為
悪
も
の
也
、
彩
色
機
に
臨
変
に
応
す
へ
し
、
機
と
は
地
画
の
真

行
草
を
云
、
真
の
真
、
真
の
行
、
真
の
草
、
行
の
真
、
行
の
行
、
行
の
草
、
草
の
真
、
草
の
行
、
草
の
草

な
ど
云
事
あ
り
、
大
旨
描
口
よ
り
少
し
浅
き
ハ
よ
し
、
深
ハ
い
や
し
、
古
書
を
見
る
に
皆
浅
を
旨
と
す
、

省
ヤ
ツ
ス

と
い
ふ
か
肝
要
也
、
す
へ
て
画
の
味
と
い
ふ
は
あ
ま
り
堅
実
過
た
る
も
良
か
ら
ず
、
又
乱
雑
な
る
も

道
に
非
す
、
中
道
に
し
て
浮
沈
を
見
合
せ
、
さ
ら
り
と
俗
の
は
な
れ
た
る
か
よ
り
、
余
り
美
し
け
れ
ハ

よ
ハ
し
、
と
か
く
過
不
及
な
き
が
よ
し
、

朴
コ
ツ
ク
リ

と
す
ね
た
る
か
よ
し
〇
彩
色
ハ
右
に
云
如
く
彩
色
に
て

書
彷
彿

マ
ギ
ラ
カ

す
事
も
有
と
も
、
墨
画
ハ
繕
の
な
ら
ぬ
も
の
な
り
、
墨
に
て
ハ
善
悪
忽
顕
る
、
仍
て
草
画
の
墨

画
を
大
切
と
す
○
彩
色
に
筆
を
用
る
事
往
て
還
る
へ
か
ら
す
、
是
ハ
染
出
し
て
又
染
た
る
跡
を
つ
く
ら

ふ
事
な
か
れ
と
い
ふ
事
也
、
染
て
後

黒
キ
タ
ナ
ク

な
る
ゆ
へ
固
く
禁
す
、
筆
に
具
を
多
く
含
せ
て
さ
ら
り

〱

と
さ
き
か
け

〱
し
て
跡
の
す
れ
さ
る
様
に
、
又
水
溜
ぬ
様
に
中
に
浮
心
持
に
て
染
へ
し
、
摺
て
ハ
干

カ
ハ
キ

て
光
沢
な
く
文
理
あ
し
く
水
た
ま
れ
ハ
緑
週ド

リ

て
潜
焉

ニ

ジ

ム

ゆ
へ
あ
し
ゝ
、
是
に
秘
術
あ
り
、
紙
に
つ
よ
く
当

る
な
か
れ
、
筆
の
毛
頭サ

キ

の
紙
に
当
ら
ぬ
様
に
は
く
心
持
よ
し
と
す
、
す
へ
て
紺
緑
の
類
別
て
ぬ
り
か
きた

し
〇
金
、
朱
、
藍
の
三
色
ハ
墨
に
通
用
す
故
に
古
き
画
山
水
人
物
を
墨
一
色
を
深
浅
に
て
画
に
加
へ
用

ゆ
、
墨
画
の
真
行
に
ハ
多
く
ハ
金
朱
を
交
用
る
事
有
、
金
ハ
色
の
主
也
、
万
色
に
加
へ
用
ゆ
、
金
泥
か

す
り
、
人
物
の
衣
紋
、
木
の
節
、
す
へ
て
日
表
の
光
り
、
又
ハ
名
付
か
た
き
色
、
鳥
獣
の
毛
描
、
山
水

屋
宇
続
あ
し
き
所
ハ
金
に
て
書
切
な
り
、
胡
粉
草
汁
を
用
れ
ハ
彩
色
也
、
是
薄
彩
色
な
り
、
黄
土
も
同

し
、
此
時
ハ
生
臙
脂
等
も
用
ゆ
る
也
、
是
極
彩
色
の
上
仕
立
也
、
右
の
具
に
胡
粉
を
合
セ
彩
色
す
る
を

中
彩
色
と
云
、
是
よ
り
ハ
紺
緑
白
も
加
へ
用
ゆ
〇
大
青

コ
ン
シ
ヤ
ウ

、
浅
青

グ
ン
シ
ヤ
ウ

、
緑
青
、
白
緑
青
を
大
画
具
と
云
、
是

を
用
ゆ
れ
ハ
極
彩
色
の
草
也
、
是
に
二
泥デ

イ

を
交
へ
用
ゆ
れ
ハ
極
彩
色
な
り
、
真
の
極

彩
本
ノ
マ
ヽ

色
を
ハ
地
を

皆
胡
粉
に
て
置
、
上
に
す
る
也
〇
極
彩
色
に
て
も
地
画
ハ
浅
墨
を
用
ゆ
、
胡
粉
の
地
画
ハ
別
て
浅
か
よ

し
、
朱
紺
緑
浅
の
地
画
ハ
深
墨
を
用
ゆ
へ
し
〇
雪
舟
か
画
に
下
草
な
と
を
板
に
て
押
た
る
あ
り
、
当
流

に
は
不
用 



 

〇
地
引
法 

墨
の
地
引
ハ
墨
を
薄
く
し
て
二
三
篇
引
へ
し
、
如
此
す
れ
バ
和
か
に
ほ
つ
こ
り
と
し
て
よ
し
、
永
真
脚

に
は
一
篇
引
と
ぞ
、
画
に
地
引
す
れ
ハ
厚
ミ
出
て
よ
く
〆
、
深
け
れ
ハ
い
や
し
、
浅
過
れ
バ
し
ま
ら
す

見
合
肝
要
也
、
行
草
の
画
に
は
む
ら

〱
に
穴
あ
る
様
に
取
け
し
繕
は
ぬ
が
よ
し
、
繧
繝
の
心
に
す
へ

し
、
又
草
汁シ

ル

に
て
も
引
事
あ
り
、 

金
泥
に
て
引
を
泥
と
い
ふ
、
此
時
ハ
墨
の
地
引
ハ
セ
ぬ
事
也 

  

〇
付
立 

地
画
な
し
に
画
具
に
て
直
に
描
を
云
、
是
草
の
真
也 

  
 

〇
隈ク

マ 

曲
の
書
も
用
へ
し 

一
方
取
消
す
る
也
、
水
付
る
筆
を
曲
筆
と
い
ふ
、
此
時
ハ
筆
二
本
も
三
本
も
持
也 
 

 
 

 
 

 
 

刷
子
曲

ハ

ケ

ク

マ

ハ
地
引
と
同
し
、
あ
ま
り
に
鮮
な
る
ハ
あ
し
ゝ
、
二
三
篇
取
消
へ
し
、 

 
 

 
 

 
 

又
い
ろ
ふ
事
多
け
れ
ハ
賤
し
、
画
の
善
悪
ハ
曲
と
地
引
に
て
あ
ら
は
る
ゝ
也 

  

〇
彫
塗 

地
画
の
墨
書
を
生
て
間
々
彩
色
す
る
也
、
紺
緑
朱
な
ど
塗
時
必
あ
り
、
口
伝
重
々 

  

〇
殺
塗 

没
塗
と
も
書
へ
し 

地
画
の
墨
書
を
不
生
し
て
一
面
に
彩
色
す
る
也
、 

胡
粉
及
水
画
具
等
に
塗
に
用
ゆ
、
口
伝
書重

々 

  

〇
退
塗 

退
曲
と
い
ふ
事
も
あ
り 

墨
書
の
除
よ
り
少
し
退
て
ぬ
る
事
也
、
胡
粉
に
ハ
必
用 



 

〇
括

ク
ヽ
ル

レ

端
フ
チ
ヲ 

括
曲
と
い
ふ
事
も
あ
り 

凡
地
塗
し
て
端
を
括
事
ハ
多
く
は
同
色
を
用
、
陰
の
卑
処
を
括
也
、
又
胡
粉
の
話
は
陽
の
高
処
也
、
不

残
括
ハ
賤
し
、
深
処
を
括
り
浅
処
を
残
す
へ
し
、
朱
丹
肉
色
臙
具
黄
土
藤
黄
具
褐
、
此
類
は
生
臙
脂
に

て
括
、
又
褐
と
黄
と
は
褐
に
て
も
括
、
浅
黄
澱
に
て
括
、
緑
青
ハ
蒼
緑
或
白
緑
に
て
紺
青
は
群
青
に
て
、

臙
脂
蒼
緑
胡
粉
は
同
色
に
て
括
へ
し 

  

〇
繧
繝
彩ダ

ミ 

同
色
の
画
具
に
て
次
第

〱
に
深
ぬ
る
事
也
、

和
本
ノ
マ
マ

の
官
女
の
袖
口
及
壁
代
な
と
或
鎧
の
下
濃
等
皆
う

ん
け
ん
に
す
る
也
、
た
と
へ
ハ
ば
朱
繧
繝
の
時
ハ
先
胡
粉
ぬ
り
曲
と
り
消
し
、
次
に
肉
色
又
濃
肉
色
、

次
に
丹
、
次
に
朱
と
如
此
ぬ
る
也
、
何
色
に
て
も
是
に
准
し
知
へ
し 

  

〇
粉
本
紙 

美
濃
紙
に
膠
地
し
て
未
干

ナ

マ

ビ

の
内
に
重
ね
き
り

〱
と
堅
く
巻
、
二
三
度
も
巻
返
し
置
ハ
皴
伸
也
、
是
を

粉
本
と
い
ふ 

  

〇
念
紙 

面
紙
と
も
云 

杉
原
紙
を
柔
に
揉
、
皴
を
の
し
浮
灰

ケ
シ
ズ
ミ

を
細
抹
し
、
酒
ニ
而
ね
り
、
右
之
紙
に
付
ケ
用
ゆ
る
也 

  

〇
焚
筆 

画
史
に
朽
筆
と
云
ハ
是
か
、
臭ク

サ

槙
か
桧
木
を
用
へ
し
、
焚
頃
口
伝 

  



 

〇
裏
焚
筆 

本
紙
の
裏
よ
り
焚
筆
あ
て
写
紙
に
重
ね
、
羽
箒
に
て
掃
て
う
つ
す
へ
し 

  

〇
藁
筆 

稭
を
寒
中
米シ

ロ

泔ミ
ズ

に
浸
し
、
寒
あ
け
て
取
出
し
、
塩
水
に
白
砂
糖
を
加
へ
、
そ
れ
に
て
煮
、
柊
槌
に
て
打

碎
ヒ
シ
キ

、
管
入
之
所
を
籜
に
て
包
用
ゆ
、
岩
樹
荷
葉
等
に
妙
也 

  

〇
墨 

異
朝
之
製
其
色
賤
し
か
ら
す
、
和
製
は
光
沢
過
て
柔
也
、
又
枯
過
た
る
は
あ
し
ゝ 

  

〇
硯 

柴
石
青
石
よ
し
、
和
名
は
長
門
の
赤
間
、 

若
狭
之
宮
河
を
上
と
す 

  

〇
紙 

毛
辺
紙
は
官
紙
を
上
品
と
す
、
舐

ネ
ブ
リ

見
る
に
舌
を
と
ら
ざ
る
も
の
よ
し
、
白
色
な
る
に
上
下
あ
り
、 

浅

黄
な
る
は
中
品
也 

  

〇
筆 

刷
子 

筆
は
面
相
毛
描
、
下
画
、
彩
色
、
大
小
、
竹
葉
描
、
隈
筆
、
定
規
筆
等
也
、
右
各
墨
と
彩
色
と
二
通
に

す
へ
し
、
刷
子
ハ
二
分
三
分
ゟ
五
六
寸
に
い
た
る
へ
し 

 
  

 
 

 
 

面
相
毛
画
ハ
貒
毛
に
て
製
す
へ
し
、
す
へ
て
つ
よ
き
か
よ
し
、 

 
 

 
 

 
 

 

此
外
箔
箸
、
竹
刀
、
箔
篩
、
振
毛
等
も
あ
る
へ
し 



 

〇
礬ダ

ウ

水ス 
黄
明
膠

ス

キ

ニ

カ

ワ
十
錢
製

法
別
伝

、
明
礬

冬
ハ
五
錢

夏
ハ
四
錢

、
水 

一升 

、
先
水
三
合
ほ
と
熱
湯
と
し
、
膠
を
と
ろ
か
し
、 

手
を
留
め
す
か
き

ま
ハ
し
、
能
と
ろ
け
た
る
時
明
礬
を
入
沫
の
消
ま
て
煮
へ
し
、
扨
後
に
水
七
合
を
入
、
図
絵
に
ハ
春
夏

共
に
膠
多
き
か
よ
し
、
右
水
一
升
に
て
唐
紙
ハ
廿
枚
、
美
濃
紙
は
百
枚
に
あ
ま
る
也 

  

〇
朱
印
色 

艾
を
よ
く
揉
、
寒
中
米
泔

シ
ロ
ミ
ズ

に
浸ヒ

タ

し
晒
し
日
に
干
、
又
揉
、
水
に
て
煮
、
真
白
に
な
し
て
水
飛
、
朱
を
交
、

清チ
ン

蝋
油
に
て
煉
へ
し
、
又

エ

ン

ジ

 

カ
タ
ベ
ニ

胭
脂
を
入
た
る
も
よ
し
と
也 

  

〇
花
押
法 

画
の
釣
合
に
成
て
は
ゆ
る
也
、
画
の
後
に
押
へ
し
、
先
紙
に
息
を
吹
か
け
押
ハ
よ
く
う
つ
る
也
、
し
か

れ
と
も
付
過
た
る
も
賤
し
、
霜
降
に
は
ら

〱
と
目
の
あ
き
た
る
か
よ
し 

   
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

右
ノ
鳥
ヲ
主
ト
セ
ハ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

鳥
ヲ
主
ト
セ
ハ 

     



 
 

 
 

左
ノ
木
ヲ
主
ト
セ
ハ 

 
 

 
 

 

竹
ヲ
主
ト
セ
ハ 

   
 

 
 

 
 

 
 

 

木
ヲ
主
ト
セ
ハ 

 
 

 
 

 

     

木
鳥
共
ニ
右
ニ
出 

 
 

 
 

鳥
を
主
ト
セ
ハ 

 
 

 
 

木
鳥
共
に
左
出 

     

木
鳥
共
ニ
左
出 

 
 

雄
ヲ
主
と
す 

 
 

 
 

 

木
ヲ
主
と
す 

 
 

 
 

下
ヲ
主
と
す 

     

真
中 

 

下
の
鳥
ヲ
主
ト
セ
ハ 



 
 

 
 

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

上
ノ
木
ヲ
主
ト
セ
ハ 

 

画
に
前
後
賓
主
あ
り
、
其
主
と
す
る
も
の
ハ
後
に
印
を
押
へ
し
、
気
形
に
草
木
ハ

気
形
を
主
と
す
れ
ど
も
時
に
よ
る
へ
し
、
上
下
に
あ
る
画
ハ
下
を
主
と
す
れ
と
も

そ
れ
も
時
に
よ
る
へ
し
、
前
後
見
分
ケ
か
た
く
候
ヘ
は
、
真
向
な
る
も
の
ハ
右
に

押
へ
し
、
此
図
を
按
し
て
他
も
推
知
へ
し 

 

二
、 

押
時
氏
実
名
ハ
上
、
号
字
ハ
下
、
堂
菴
軒
斉
ハ
上
に
押
事
も
多
し
、
高
下
ハ
人
に
よ
る
へ
し 

     

〇
板
に
描
法 

画
馬
又
ハ
額
な
と
に
描
時
の
事
也 

ま
つ
礬
水
を
引
浅
黄
土
具
を
ぬ
り
て
後
、
人
形
な
と
は
大
胡
粉
を
ぬ
り
、
墨
に
て
又
描
起
也 

  

〇
絹
に
描
法 

是
ハ
画
絹
之
事
也
、
紗
綾
縮
緬
な
と
ハ
又
別
伝
あ
り 

篗
に
張
付
膠
地
を
し
て
地
塗
は
皆
裏
よ
り
殺
塗
也
、
仕
立
は
常
の
如
し
、
表
よ
り
彩
色
す
へ
し 

  

〇
不
地
紙

フ

ク

サ

カ

ミ 



墨
画
に
て
も
薄
彩
色
に
て
も
潜
焉
を
い
ろ
ふ
へ
か
ら
す
、
い
ろ
へ
ハ
重
く
し
て
賤
し
潜
焉
て
却
て
面
白

き
事
あ
り 

  

〇
菖
蒲
旗

ノ
ボ
リ

額 

の
ぼ
り
と
画
馬
額
ハ
明
間
な
く
一
は
い
に
書
へ
し
、
人
倫
を
画
く
に
の
ぼ
り
に
ハ
面
具
を
塗
に
及
ば
ず
、

合
黄
土
に
て
曲
朱
墨
括
也

手
足 

と
も
に

鎧
武
者
袖
草
摺
な
ど
を
浅ウ

ス

墨
塗
札
も
一
筆
ツ
ヽ
書
へ
し
、
藤
黄

シ

ワ

ウ

澱
ア
イ
ロ
ウ

等
の

水
画
具
に
て
仕
立
也
、
粉
画
具
膠

ニ
カ
ワ

の
入
た
る
者
ハ
多
く
用
ゆ
べ
か
ら
す 

  

〇
画
具
製
法
并
染
法
極
秘
伝 

○
紺
清
又

大 コ
ン

青
と
も
書 

浅グ
ン

青
又
白
青
共

群 グ
ン

青
共
書 

緑ロ
ク

青
又
石
緑
と
も
石
青
と
も
云
、
銅
山
よ
り
出
る
也
画
史
曰
紺
青
の
内
よ
り
ゑ
ら
び
取 

 

白
緑
青
緑
青
の
内
よ
り
取 

 

巳
上
之
四
具
を
大
画
具
と
い
ふ 

 

○
緑
青
製
法
ハ
先
鉢
に
入
水タ

ク

と
膠サ

を
入
、
石
乳
木

ス

リ

ギ

に
て
軽
く
少
研ス

リ

て
、
上
之
濁ダ

ク

水
を
別
器
に
飛
て
底
に 

貼
ヲ
ド
ミ

とて

垜ド
ロ

と
成
を
一
番
緑
又
頭
青
と
も
云

青
と
い
ふ
、
又
か
の
別
器
に
飛ハ

ヘ

た
る
を
か
ろ
く
す
り
濁
水
を
動ユ

リ

離
ハ
ナ
シ

て
又
別
器
に
入
底
に
沈

ヨ
ド
ミ

た
る
を
二
番
緑
青
と
云

又
二
青
と
も

好
青
と
も
云

、
又
彼
別
器
に
飛
た
る
水
を
よ
く
沈
セ
て
底

に
た
ま
り
た
る
を
白
線
青
と
い
ふ

又
油
子
三

青
と
も
云

、
但
研ス

ル

に
口
伝
あ
り
、
強
く
久
し
く
研
ば
皆
白
く
成
て
不
残

白
緑
と
成
故
、
少
し
研
て
は
水
を
は
へ
又
水
と
膠
と
入
て
研
て
は
は
へ
る
也
、
如
此
す
る
事
七
八
度

に
過
べ
か
ら
ず
、
膠
を
入
事
は
膠
の
粘

ネ
ハ
リ

に
て
二
番
を
引
出
す
た
め
也
、
二
番
を
入
器
は
大
な
る
が
よ

し
、
小
器
に
て
は
水

溢
ア
フ
ル
ヽ

也
、
扨
よ
く
干
て
後
に
熱
湯
を
入
膠
を
は
な
し
又
干
て

貯
タ
ク
ハ
へ

置
べ
し
、
緑
青

に
善
悪
あ
り
、
青
白
に
し
て
黒
色
な
く
光
あ
る
を
良ヨ

シ

と
す
、
青
黄
に
し
て
黒
色
あ
る
は
下
品
也
、
日

本
に
は
摂
州
多
田
の
銀
山
よ
り
出
る
を
上
と
す
、
石
青
の
堅
く
し
て
砕ク

ダ

け
が
た
き
に
は
耳
垢ア

カ

を
少
入

か
油
を
少
入
べ
し
、
緑
青
を
和ト

ク

に
は
水
と
膠
と
入
少
す
り
て
つ
か
ふ
へ
し
、
多
く
す
る
時
ハ
色
白
く



な
る
也
、
水
も
膠
も
多
く
入
、
皿
を

側
ソ
ハ
タ
テ

筆
を
投
し
て
つ
か
ふ
へ
し 

 

〇
同
塗
術
、
ま
づ
白
緑
を
以
質
画

シ

タ

ヱ

を
ほぬ

歟

り
浅ウ

ス

く
ぬ
り
、
次
に
二
番
を
か
け
又
二
番
か
け
、
扨
緑
青
ぬ
る
、 

膠
を
濃コ

ク

多
く
入
て
筆
頭
に
て
交
て
塗
へ
し
、
右
は
真
の
彩
色
の
法
也
、
行
に
は
下
塗
蒼ク

サ

緑
ノ
シ
ル

に
て
よ
し
、

緑
青
ぬ
り
た
る
上
へ
他
の
具
を
ぬ
る
に
は
鼻
油
を
引
へ
し
、
左
な
け
れ
ハ
不
付
、
草
木
之
葉
わ
り
曲ク

マ

な
ど
の
時
の
事
也
、
又
初
め
に
草
汁
に
て
わ
り
曲
、
次
に
緑
青
ぬ
る
も
よ
し
、
葉
の
半
分
過
よ
り
取

消
な
り
、
緑
青
紺
青
の
曲
は
膠
水
に
て
く
ま
取
、
清
水
に
て
ハ
あ
し
ゝ 

 

〇
二
番
緑 

水
と
膠
と
人
か
ろ
く
す
り
て
つ
か
ふ
、
細
な
る
故
衣
紋
等
を
か
く
に
も
よ
し 

 

〇
白
緑 

水
と
膠
と
入
か
ろ
く
す
る
、
草
木
の
裏
葉
茎ク

キ

に
用 

 

〇
大
青

コ
ン
ジ
ヤ
ウ 

石
也
、
内
よ
り
浅グ

ン

青
を
出
す
、
製
法
緑
青
に
同
し
、
ま
つ
粉
中
に
指
を
入
見
る
に
そ
の
ま
ゝ 

指
に
つ
く
は
真
の
紺
青
、
付
ざ
る
は
花
紺
青
也
、
膠
深コ

ク

し
て
入
少
し
す
り
て
筆
頭
に
て
ぬ
る
、
曲
ハ

膠
水
に
て
取
、
真
の
彩
色
に
ハ
下
ぬ
り
浅
黄
ぬ
り
也
、
行
に
は
直
に
ぬ
る
也 

 

○
浅グ

ン

青 

白
青
な
り
俗
に
群グ

ン

青
と
書
、
大コ

ン

青
の
中
よ
り
出
、
其
色
浅ウ

ス

し
、
依
て
浅グ

ン

青
と
い
ふ
、
是
ハ
大 

青
の
括ク

ヽ

り
又
ハ
衣
裳
を
ぬ
り
或
ハ
章モ

ン

書
に
用
、
水
と
膠
入
か
ろ
く
す
る
へ
し 

 

○
花
紺
青 

硝
石

ビ
イ
ド
ロ

ヲ
焚ヤ

キ

て
作
、
依
て
硝
石
紺
青
と
云
、
其
色
花
や
か
也
、
依
て
花
紺
青
と
も
い
ふ
、
水 

 

と
膠
と
入
か
ろ
く
す
る
也 

〇
銀ギ

ン

朱シ
ユ 

汞
ミ
ヅ
カ
ネ

を
焚
て
作
、
其
色
品
々
也
、
鮮
明
な
る
を
光
明
朱
と
い
ふ
、
よ
く
水
飛
し
て
つ
か
ふ
、
水 



と
膠
と
入
か
ろ
く
す
れ
ハ
上
に
黄
水
浮
ふ
、
是
を
別
器
に
は
へ
て
又
水
と
膠
と
入
か
ろ
く
す
る
へ
し
、

強
く
す
れ
ハ
皆
黄
に
な
る
也
、
和
漢
朱
之
色
同
し
か
ら
す
、
紅
毛
よ
り
出
る
を
佳
品
と
す
、
よ
く
正

し
用
へ
し
、
真
の
粉
色
次
は
ま
つ
質
絵
を
肉
色
に
て
ほ
り
ぬ
り
、
次
に
丹
の
具
、
次
に
丹
上
塗
朱
三

遍
ほ
と
ぬ
る
へ
し
、
行
に
は
下
ぬ
り
丹
ノ
上
に
朱
ぬ
る
へ
し 

〇
朱
黄
色

ノ

キ

メ 

朱
ノ
上
に
浮
水
也
、
人
面
の
作
上
に
用 

 

〇
玄ヂ

ン

色 

朱
と
墨
と
合
す
、
依
て
朱
墨
共
い
ふ
か
、
又
丹
と
墨
と
合
た
る
も
よ
し
、
又
傍ベ

ン

葛ガ

刺ラ

も
よ
し
、 

 

枯
松
葉
松
皮
島
の
毛
書
等
に
用
、
別
に
膠
を
入
へ
か
ら
す 

○
黄ワ

ウ

丹
・
光
明
丹 

水
飛
セ
さ
る
を
黄
丹
、
水
飛
し
た
る
を
光
明
丹
と
い
ふ
、
水
と
膠
と
入
か
ろ
く
す 

 

り
て
つ
か
ふ 

〇
胡
粉

ゴ

フ

ン 

三
種
あ
り
、
白
堊

ハ
ク
ア
ノ

ハ
ご
ふ
ん
是
土
也
、
胡
粉
ハ
鉛
を
焚
て
作
る
、
蛤
粉

カ
ウ
フ
ン

ハ
蛤
を
焚
て
作
る
、 

 

面
胡
粉
と
云
上
品
と
す
、
膠
を
う
す
く
入
よ
く
す
り
て
つ
か
ふ
、
ね
り
や
う
口
伝 

〇
傅
粉

ヨ

フ

ン 

胡
粉
を
又
焚
た
る
也
、
蛤
粉
に
て
も
可
也
、
水
と
膠
と
入
よ
く
す
り
て
つ
か
ふ 

 

〇
黄
土 

よ
く
水
飛
し
水
と
膠
と
入
、
よ
く
す
り
て
つ
か
ふ 

 

〇
紫シ

土 

赤
土
也
、
只
異
国
よ
り
来
も
の
よ
し
、
又
土
朱
と
云
も
の
有
色
よ
し
、
水
と
膠
入
よ
く
す
り 

 

て
つ
か
ふ 

〇
傍ベ

ン

葛
刺 

俗
に
紅
朱

ベ
ン
ガ
ラ

と
い
ふ
、
異
園
よ
り
来
ル
も
の
よ
し
、
水
と
膠
入
よ
く
す
り
て
つ
か
ふ 

〇
燕
脂

ヱ

ン

ジ 

蛤
粉
を
蘇
木

ス
ホ
ウ
ノ
キ

に
て
煮ニ

て
作
る
者
用
べ
か
ら
す
、
異
国
よ
り
来
者
よ
し
、
但
紫
と
も
云
、
水
と 

 

 

膠
入
よ
く
す
り
て
つ
か
ふ
、
又
調
脂

エ

ン

ジ 

 

鋼
緑 

銅
に
酢
を
ぬ
り
て
と
る
、
水
飛
し
てや

う
石
緑
に
同
し
、
つ
か
ひ
や
う
同
前
故
爰
に
略
す
、 

又 

 

京
緑
青
と
も
云 

○
朱
砂

シ
ユ
シ
ヤ 

辰
砂
也
、
箭
頭
の
者
可
也
、
水
飛
し
水
と
膠
入
か
ろ
く
す
り
て
つ
か
ふ 

〇
雄
黄

ヲ

ワ

ウ 

水
飛
し
水
と
膠
と
入
す
り
て
用
、
唐
よ
り
来
雞
冠
石
と
云
も
の
可
也
、
画
に
ハ
黄
葉

ク

チ

ハ

と
人
衣 



 

の
章モ

ン

に
用
ゆ
、
但
し
金
の
上
に
つ
く
へ
か
ら
す
、
数
月
の
後
金
色
や
け
て
変
也 

〇
赫
石

シ
ヤ
セ
キ 

其
質
堅
く
し
て
色
麗
な
る
も
の
を
佳
と
す
、
製
法
石
緑
に
同
し 

○
石
黄

セ
キ
ワ
ウ 

此
種
山
水
に
用
に
堪
た
り
、
焚
て
細
末
し
松
皮
紅
葉
に
用
ゆ
、
水
と
膠
入
す
り
て
つ
か
ふ 

〇
老
紅
色 

朱
と
赫
石
と
合
す 

○
珊
瑚
抹

サ
ン
ゴ
ノ
マ
ツ 

唐
画
山
水
の
中
に
一
種
紅
色
年
を
経
て
変
セ
さ
る
あ
り
、
鮮
な
る
事
旭
日
の
如
し
、
宣
和 

 

内
府
に
印
色
に
も
用
ゆ
、
其
色
佳 

〇
雲
母

ウ

ン

モ 

摺
に
水
と
膠
と
入
用
、
白
桜
白
菊
の
上
に
少
付
て
光
を
ま
す 

○
焚
黄
土 

黄
土
を
土
器
に
入
煨
し
た
る
也
、
水
と
膠
入
す
り
て
つ
か
ふ 

〇
生

シ
ャ
ウ

臙
脂

エ

ン

ジ 

一
名
綿
臙
脂
と
云
、
是
を
調
脂
と
云
ハ
誤
也
、
唐
よ
り
来
を
上
と
す
、
則
臙
脂
山
ミ
ヲ
ト 

 

キ
リ
草
と
云
草
の
汁
也
ト
、

血

（
マ
マ 

皿
ヵ
）

に
入
沸
湯
を

を
（
マ
マ
）

灑
、
箸
に
て
し
ほ
り
日
干
す
、
火
に
て
干
へ 

 

か
ら
す
、
焦
也 

〇
藤
黄ワ

ウ 

管
管
黄
と
い
ふ
を
上
と
す
、
唐
よ
り
来
海
藤
樹
を
煎
し
て
作
、
皿
に
入
水
に
て
ほ
と
は
し
つ 

 

か
ふ
、
冬
木
な
と
描
に
墨
に
交
て
描
は
蒼
潤
あ
り 

○
雌
黄

シ

ワ

ウ 

雄
黄
の
内
よ
り
出
、
藤
黄
に
代
用
て
よ
し 

〇
カ
ン
デ
ン

 

ア
イ
ラ
ウ

干
澱 

又
靛
花
と
も
書
、
藍
汁
を
干
た
る
也
、
帛
に
包
ミ
沸
湯
に
漬
、
動
さ
る
様
に
し
て
灰
汁
出
ハ 

 

幾
度
も
湯
を
か
へ
灰
汁
な
き
時
に
し
ほ
り
日
干
貯
置
へ
し
、
又
蝶
青 

○
草
緑シ

ル 

又
万
宝
全
書
に
苦
緑
と
も
書
、
又
蒼
線
共
書
、
澱
と
藤
黄
と
合
せ
た
る
也
、
澱
多
を

嬾

（
マ
マ 

嫩
ヵ
） 

 

緑
と
云
、
藤
黄
多
を
老
緑
と
云 

○
縹

ハ
ナ
ダ 

又
浅
碧
共
浅
葱
共
云
、
澱
に
胡
粉
を
合 

○
合
黄
土 

又
作
黄
土
と
云
又
土
朱
縹
と
も
云
、
藤
黄
と
朱
と
合
す
る 

○
青
鳩

ヤ
マ
ハ
ト

色 

白
緑
に
藤
黄
を
交
、
膠
少
青
褐
共
萌
黄
と
も
い
ふ 

〇
金
ヒ

翅
ハ

鳥
色 

白
緑
に
蒼
緑
加
ふ
、
又
一
方
に
白
緑
に
合
黄
土
を
入 



〇
木
賊
色 

緑
青
に
黄藤

黄
を
入 

〇
紅ベ

ニ

色 

先
胡
粉
を
ぬ
り
後
に
生
臙
脂
を
ぬ
る 

〇
合
紫 

澱
と
生
ゑ
ん
し
と
合
た
る
也 

〇
紫
藤

フ

ヂ

色 

合
紫
に
胡
粉
ヲ
入 

〇
疻
色

ウ

ル

ミ 

又
渇
色
と
も
書
、
先
生
ゑ
ん
し
ぬ
り
後
に
大
青
か
く
る 

〇
赭
黄
色 

藤
黄
に
赫
石
を
加 

〇
蒼
緑
色 

蒼
緑
に
赫
石
を
入
、
初
霜
の
木
葉
に
用
ゆ 

〇
肉ニ

ク

色 

又
面
具
共
云
、
一
名
浅
紅
、
朱
と
胡
粉
と
藤
黄
合
す
、
人
膚
の
下
ぬ
り
に
用
ゆ
、
但
壮
年
に 

 

ハ
粉
と
朱
と
多
し
、
老
年
に
ハ
藤
黄
を
ま
す
、
但
老
年
に
ハ
朱
至
て
少
し
入
へ
し
、
朱
之
下
ぬ
り
に 

 

朱
を
多
入
へ
し 

〇
丹
ノ

具グ 

丹
と
粉
と
合
す
、
小
児
の
皮
膚
に
用
、
肉
色
の
か
ろ
き
も
の
也 

〇
是
よ
り
以
下
総
て
何
の
具
と
云
は
皆
胡
粉
を
入
事
也 

〇
生
臙
脂
ノ

具グ 

生
ゑ
ん
し
に
粉
を
入
、
浅
紫
な
り 

 

〇
調
脂
ノ

具 

紫
に
粉
ヲ
入 

〇
藤
黄
ノ

具 

〇
黄
土
ノ

具 

○
紫
土
ノ

具 

皆
粉
を
入 

 
 

〇
墨
ノ

具 

粉
ヲ
入
、
又
灰
色
と
も
云
、
澱
を
加
へ
て
藍
灰
色
と
云 

○
木
ノ

具 

白
緑
の
具
に
墨
少
加
ふ
、
木
に
よ
り
て
丹
の
き
め
又
草
汁
を
加
ふ 

○
白
緑
ノ

具 

胡
粉
を
加
、
白
花
の
下
ぬ
り
に
用
ゆ 

〇
褐チ

ヤ 

丹
藤
黄
墨
合
す
、
又
一
方
に
玄
色
に
粉
合
ぬ
り
、
上
に
藤
黄
を
加
へ
る
と
云 

〇
肉
色
褐 

肉
紅
共
云
、
浅
葱
に
生
ゑ
ん
し
少
加 

〇
藤
黄
ノ

具
褐 

藤
黄
の
具
に
墨
と
丹
を
入 

〇
黄
土
褐 

黄
土
に
澱
と
朱
と
合
す 



○
黄
土
具
褐 

黄
土
具
に
褐
を
加
ふ 

○
紫
土
褐 

紫
土
に
粉
を
加
へ
ぬ
り
後
に
藤
黄
を
か
く
る
、
又
ハ
紫
土
藤
黄
澱
合
て
も
よ
し
、
又
ハ
紫 

 

土
墨
藤
黄
合
す 

○
墨
具
褐 

墨
具
ぬ
り
て
藤
黄
か
く
る 

〇
黄
膠

キ
ニ
カ
ワ 

合
黄
土
に
膠
を
多
く
入
た
る
也 

○
丁
子 

丁
子
を
せ
ん
し
つ
か
ふ
へ
し
、
色
佳
ハ
泥
の
如
し 

〇
煤
色

ス
ヽ
イ
ロ 

生
ゑ
ん
し
に
墨
合
す 

    

〇
金
銀
泥
消
法
并
彩
法 

金
箔
を
皿
に
入
膠
水
ヲ
入
、
火
上
に
置
指
に
て
数
百
遍
す
る
へ
し
、
よ
く
抹
し
た
る
後
沸
湯
を
入
膠
を

は
な
し
貯
置
へ
し
、
銀
泥
同
し
、
又

ス
ル乳
金
乳
銀
と
も
云
、
合
せ
て
二
泥
と
云
〇
金
泥
を
ぬ
る
に
は
下
に

黄
膠
を
ぬ
る
、
又
褐
を
ぬ
る
も
よ
し
、
或
ハ
合
黄
土
、 

丁
子
の
汁
に
米
少
加
ぬ
る
も
よ
し
、
泥
は
す
へ

て
周フ

チ

を
少
退
塗
に
す
へ
し
、
銀
泥
の
下
に
は
胡
粉
を
彫
塗
に
す
へ
し 

  

〇
黄ス

キ

明
膠

ニ
カ
ワ 

随
分
よ
く
透
通
り
た
る
膠
を
冬
月
器
に
入
、
上
に
雪
を
厚
く
積
、
数
日
経
て
雪
自
ら
消
て
水
に
成
時
、

膠
ほ
と
ひ
て
和
に
成
た
る
を
干
て
貯
置
へ
し
、
是
を
晒
膠
と
い
ふ
、
画
具
に
用
て
妙
也
、
常
の
膠
は
灰

汁
あ
る
ゆ
へ
直
に
用
れ
ハ
胡
粉
な
と
の
色
別
し
て
悪
し 

画
具
を
和
に
は
（
以
下
欠
） 

  

〇
餌
煉

ダ
ン
ゴ
ネ
リ 



凡
絵
具
を
和
に
た
ん
こ
ね
り
と
云
事
有
、
膠
入
さ
る
前
に
と
く
と
乾
研
し
て
後
に
膠
を
入
へ
し
、
し
か

れ
と
も
緑
青
朱
の
た
く
ひ
は
久
し
く
研
へ
か
ら
す
、
胡
粉
黄
士
の
た
く
ひ
ハ
よ
く

〱
す
る
へ
し
、
初

よ
り
膠
を
入
れ
ハ
ね
は
り
て
細
に
な
り
か
た
し
、
膠
入
て
後
も
又
々
研
へ
し
、
乳
木
は
青
石
の
滑
な
る

を
よ
し
と
す
、
又
ハ
木
栾
子
も
佳 

  

〇
彩
色
詞 

塗
と
ハ
一
面
に
ぬ
る
事
也
〇
あ
び
セ
る
と
ハ
一
面
に
あ
ひ
セ
ぬ
る
也
、
是
ハ
水
画
具
に
用
ゆ
る
か
〇
か

く
る
と
ハ
ぬ
り
た
る
上
へ
又
ぬ
る
事
也
、
同
画
具
に
て
も
他
具
に
て
も
同
し
〇
は
ね
こ
む
と
は
所
々

村
々
に
ぬ
る
と
也
〇
き
ほ
ひ
と
は
浅
中
は
深
処
あ
る
を
云
、
き
ほ
ひ
曲
と
ハ
深
浅
く
ま
取
也
〇
匂
と
は

き
ほ
ひ
の
軽
も
の
也
〇
取
消
と
は
く
ま
と
り
け
す
事
也
〇
星
と
は
筆
頭
に
て
つ
ゝ
く
事
也
〇
書
人
と
は

た
と
へ
ハ
墨
に
て
書
た
る
間
へ
他
具
に
て
書
入
事
也
、
何
に
て
も
同
し
〇
深コ

シ

浅
ウ
ス
シ

濃コ
シ

淡
ウ
ス
シ 

  

〇
切
箔
之
図 

切
ヤ
ウ
蒔
様
別
伝 

砂
子  

微
塵 

揉
砂
子 

小
山
椒 
 

大
山
椒 

禾
又
松
葉

と

云 
 

折
枝 

 

大
石
と
云
は
一
寸
或
一
寸
五
分
四

方
、
小
石
と
云
ハ
五
分
四
方
也 

画
に
砂
子
蒔
事
は
雲
霞
砂
石
の
代
り
に
用
れ
と
も
妄
に
用
へ
か
ら
す
、
口
伝
重
々
あ
り 

 

彩
色 

  

〇
人
体 

凡
人
の
体
曲ク

マ

ど
る
事
は
其
形
を
円
く
見
セ
し
め
ん
が
た
め
な
り
、
皮
膚

ヒ

フ

を
塗
を
面
具
と
云
、
胡
粉
に
朱

と
藤
黄
を
入
、
老
人
ハ
藤
黄
を
多
し
壮サ

ウ

年
ハ
粉
と
朱
を
ま
す
、
朱
の
き
め
に
て
曲
ど
る
、
括
同
し
、
或

ハ
朱
墨
を
用

醜
顔

に

、
美
女
ハ
粉
を
ぬ
り
生
ゑ
ん
し
水
の
如
く
浅ウ

ス

く
し
て
曲
ど
り
ゑ
ん
し
に
て
括
、
小
児
は



粉
に
丹
か
ゑ
ん
し
少
加
へ
て
塗
、
面
に
曲
取
所
は
鼻
の
旁ワ

キ

耳
の
前

鬍
ハ
ヘ
サ
ガ
リ

耳
の
内

喉
ノ
ン
ド

の
下
瞼
の
上
下

吻
ク
チ
ワ
キ

顋
ア
タ
マ

な
ど
高
低ヒ

ク

見
合
肝
要
也
、
髪
は
墨
ノ

具
、
深コ

キ

墨
ぬ
り
所
々
曲
ど
り
、
毛
書
余
り
に
光
り
過
た
る

ハ
い
や
し
、
発
際

ハ
ヘ
ギ
ハ

も
あ
ま
り
に
き
ハ
だ
つ
べ
か
ら
ず
、
白
髪
ハ
浅
墨
に
て
毛
書
、
粉
浅
曲
深
書
入
〇
月

代
、
浅
葱ギ

白
色
僧
の
頭
浅
墨
上
に

澱
ア
ヒ
ラ
ウ

か
く
る
〇
鬚ヒ

ゲ

、
浅
墨
く
ま
墨
毛
書
〇
美
女
之
面
に
は
吾
家
之
定

法
あ
り
、
鼻
ほ
そ
く
上ウ

ハ

瞼
マ
ブ
タ

ハ
か
ま
ぼ
こ
な
り
に
後
窄ボ

ソ

に
し
、
下
瞼
は
平
直
に
し
、
口
は
鼻
の
半
よ
り
耳

の
方
へ
よ
せ
て
甚
小
さ
く
、
鼻
と
口
と
の
間
も
遠
く
書
へ
し
〇
眉マ

ユ

、
官
女
な
ど
の
作
り
眉
ハ
胡
麻
の
油

を
紙
燭
に
貼ツ

ケ

て

陶
ヤ
キ
モ
ノ

類
に
烟
を
付
て
干

カ
ハ
キ

た
る
筆
を
以
て
浅
々
と
つ
け
周

マ
ハ
リ

を
掃ハ

キ

消
へ
し
〇
口
脣
の
周
り

に
朱
を
つ
け
中
を
村
々
に
取
消
し
、
又
左
右
の

咡
ク
チ
ハ
キ

に
墨
一
点
書
入
是
口
伝
也
、
哂

ク
チ
ア
キ

た
る
は
口
中
村
々

朱
取
消
し
舌
の
先
よ
り
朱
く
ま
歯
胡
粉
〇
眼
、
貴
戚セ

キ

ハ
背
上
り
て
長
く

シ
ウ
ガ
ン

 

ニ
ク
キ

醜
眼
は
上
瞼
に
廉カ

ド

あ
り
、
白
眼

外
に
出
す
べ
て
上
瞼
は
深
量
に
て
太
下
瞼
は
浅
墨
に
て
細
書
へ
し
〇
睛

ヒ
ト
ミ

、
烏
珠

ク

ロ

メ

を
浅
墨
に
て
書
、
又
中

墨
に
て
周
を
書
其
真
中
に
深
墨
に
て
睛
を
入
行
草
に
は
只
深
墨
一
点
し
て
置
へ
し
、
よ
く
丸
く
す
れ
ば

賤
し
、
白
眼
は
薄
胡
粉
醜
眼
に
は
朱
又
金
を
入
事
あ
り
、
入
様
口
授
多
し
、
貴
戚
は
睛
上
下
に
蔵
す
、

怪
形
は
上
に
付
、
柔
眼
ハ
下
に
付
、
見
入コ

ミ

た
る
ハ
目
頭
に
よ
す
、
左
へ
睨
た
る
ハ
左
大
き
く
右
小
く
右

へ
睨

ニ
ラ
ミ

た
る
は
右
大
く
左
小
さ
く
点
す
へ
し
、
画
法
の
秘
事
と
云
は
睛
の
一
点
に
在
、
気
形
に
精
神
之
入

と
云
は
皆
眼
の
一
点
に
在
、
是
を
伝
神
と
い
ふ
、
好
て
丸
く
す
れ
ハ
眼
死
す
、
麁
な
れ
ハ
悪
し
、
唯
己

か
精
神
に
あ
る
の
ミ
、
容
易
不
レ

伝
レ

他 

  

〇
山
岩 

山
石
の
類
は
其
形
定
れ
る
事
な
く
し
て
又
定
れ
る
法
あ
り
、
猥
り
に
ハ
描
へ
か
ら
す
、
所
レ

謂
大
斧
劈

フ

ヘ

キ

小

斧
劈
長
斧
劈
雨
点
皴

テ
ン
シ
ン

麻
皮
皴
等
也
、
図
を
見
て
考
知
べ
し
、
あ
ま
り
に
し
た
る
く
塗
へ
か
ら
す
、
尤
草真

草
に
ハ
よ
る
へ
し
、
口
伝
緑
青
紺
青
蒼
緑
等
交
用
ゆ
、
墨
画
は
深
浅
あ
る
へ
し
、
苔
は
中
緑
青
ぬ
り
周

白
緑
に
て
星
、
遠
山
ハ
澱
に
て
眉
の
如
く
描
、
所
謂
遠
淡
近
濃
な
り
、
又

岵
ハ
ゲ
ヤ
マ

屺
ハ
ヘ
ヤ
マ

に
依
て
変
あ
り 



 

〇
水 

流
水
波
涛
と
も
に
描
か
た
き
も
の
也
、
深
く
心
を
可
用
、
筆
頭
に
て
閦
々
と
書
は
あ
し
ゝ
、
ま
し
て
巴

水
な
と
の
如
き
も
の
ハ
筆
頭
に
て
書
時
は
屹
屈
々
々
と
廉
立
て
木
理

モ

ク

メ

の
如
く
な
る
も
の
也
、
い
か
に
も

筆
を
直
に
た
て
ゝ
身
に
随
て
引
ま
ハ
す
へ
し
、
ず
い
ぶ
ん
水
筋
正
し
く
念
入
て
書
へ
し
、
麁
略
な
れ
ハ

落
髪
を
散
し
た
る
如
く
な
る
也
、
し
か
れ
と
も
又
定
規
に
て
引
た
る
様
な
る
は
悪
し
、
波
文
猶
以
猫
か

た
し
、
筆
続
に
書
へ
か
ら
す
、
飛
泉
瀑
布
な
と
の
如
く
た
て
な
る
も
の
ハ
す
そ
開
た
る
か
上
円
か
ら
さ

る
ハ
水
勢
弱
し
、
浅
水
猶
以
工
拙
忽
見
安
し
、
能
々
念
入
れ
は
死
す
、
麁
な
れ
は
悪
し
、
水
は
草
に
書

と
も
源
流
な
き
ハ
悪
し
、
淵
の
地
引
は
す
し
曲
、
深
浅
村
々
き
ほ
ひ
星
様
口
伝
、
極
彩
色
は
大
青
ぬ
り

銀
泥
に
て
波
文
を
描
、
行
に
ハ
粉
に
て
書
へ
し
、
池
水
に
は
緑
青
に
て
ぬ
る
へ
し
、
常
に
ハ
澱
を
う
す

く
さ
つ
と
引
へ
し
、
水
の
深
ハ
甚
下
し
、
又
浅
彩
中
彩
に
は
筋
書
な
き
も
よ
し
、
草
筆
に
粉
を
用
れ
ハ

重
く
し
て
俗
也
、
真
か
に
た
る
画
に
ハ
粉
ヲ
入
れ
は
鮮
引
起
し
て
佳
、
池
水
流
水
も
洀

ウ
ネ
リ

こ
と
に
澱
の
曲

取
た
る
ハ
卑
し
、
画
の
本
と
見
ゆ
る
処
に
深
付
て
惣
体
村
々
に
箒
棄
た
る
か
よ
し
、
尤
真
草
に
依
へ
し
、

深
過
れ
ハ
下イ

ヤ

し
、
浅
過
れ
ハ
〆
ら
す
、
気
の
脱
ぬ
様
に
す
へ
し
、
絹
に
は
裏
よ
り
澱
引
波
文
も
裏
よ
り

粉
ぬ
り
表
よ
り
水
筋
書
、
尤
薄
紙
に
も
よ
し 

  

〇
波
涛 

雌
雄
荒
涛 

大
洋
奇
峯 

海
中
の
潮
さ
し
引
あ
り
、
さ
し
上
る
時
に
風
吹
送
れ
ハ
懸
浪
と
て
波
の
上
を
覆
懸
る
波
あ
り
、
是
を
涛

と
い
ふ
、
又
落
汐

ヒ
キ
シ
ホ

の
時
落
行
先
よ
り
風
烈
し
く
吹
時
は
大
に
浪
を
あか

歟

く
、
こ
れ
を
奇
峯
と
い
ふ
、
汐
の

時
は
必
風
あ
る
ゆ
へ
波
涛
こ
と
に
荒
し
、
又
池
水
の
波
青
海
の
波
飛
泉
下
の
白
浪
等
皆
そ
れ

〱
の
勢

あ
り
、
図
に
委
し 

  

〇
遠
水 



波
文
も
洀
も
猫
へ
か
ら
す
、
唯
皴
の
如
く
水
筋
を
描
、
そ
れ
も
多
く
書
へ
か
ら
す
、
村
々
に
書
へ
し
、

彩
色
も
浅
か
よ
し
、
所
謂
遠
水
に
藍
を
揉
と
ハ
是
也 

  

〇
竹
木 

竹
を
描
に
体
用
あ
り
、

カ
ケ
ヒ
ナ
タ

阴

阳
、
清
淡
、
錯
節
、
高
低
、
右

カ
ラ幹
、
左
幹
、
細

エ
タ分
、

シ

ト

リ

鵲
爪
、
个
葉
、

シ
ケ
リ
聚

マ
バ
ラ
散

、

ヒ
ト
ツ
バ

稚
子
、

ハ
ナ
キ
禿

梢
、

ウ
ラ
ノ
ハ

高
飛
、
孤
燕
、
二
蚕
、
觝
首
、
四
競
旦

ケ
イ
タ
ン

、
尖
々

セ

ン

〱

、
平
尖
、
大
段
、
小
段
等
、
右
ハ
写
す

訣
也
、
又
十
則
十
八
楷
廿
四
忌
廿
八
病
等
あ
り
、
図
に
詳
也 

彩
色
真
は
緑
青
ぬ
り
草
汁
わ
り
曲
尤
阴
阳
あ
る
へ
し
、
節
下
ハ
深
曲
取
へ
し
、
行
草
ハ
草
汁
又
ハ
墨
書

入
付
立
也
、
葉
緑
青
草
汁
わ
り
曲
行
草
ハ
草
汁
墨
書
入
、
死
葉
周
合
黄
土
曲
、
籚シ

ノ

竹
籜
黄
土
具
、
朱
墨

浅
く
し
て
括
、
其
外
常
の
如
し
、
呉
竹
緑
上
の
上
草
汁
に
て
節
の
上
退
曲
、
上
浅
下
深
く
左
深
く
ハ
右

浅
く
阴
阳
あ
る
へ
し
、
葉
異
事
な
し
〇
焼
刄
笹
葉
周
黄
土
具
中
緑
青
蒼
緑
わ
り
曲
笋
真
竹
ハ
黄
土
具
上

に
朱
墨
曲
、
臙
墨
に
て
星
尾
臙
曲
ハ
竹
黄
土
具
朱
墨
括
曲 

墨
画
の
竹
は
ま
つ
刷
子
を
水
に
て
和
墨
を
半
分
付
て
よ
し
、
左
深
ハ
右
浅
、
右
深
ハ
左
浅
く
、
阴
阳
有

へ
し
、
葉
は
个
葉
を
宗
と
す
、 

本
深
末
浅
節
毎
に
枝
を
出
す
へ
か
ら
す
、
枝
こ
と
に
葉
を
付
る
事
な
か

れ
、
必
傍
生
あ
る
へ
し
、
風
前
風
後
阴
阳
表
裏
雨
露
霜
雪
等
重
々
口
伝 

木
の
幹
枝
升
降
向
背
描
か
た
し
、
矩
を
表
裏
に
当
へ
し
、
図
に
く
わ
し
、
重
々
口
伝
松
栢
梅
桃
桜
楓
柳

等
そ
れ

〱
の
皮
膚
あ
り
、
又
四
時
の
変
、
生
死
の
体
、
口
授
に
あ
ら
さ
れ
ハ
伝
か
た
し 

  

〇
下
草 

す
へ
て
下
葉
を
描
ハ
画
の
〆
た
め
也
、
薄
か
根
笹
か
麦
門
冬
な
と
を
書
也
、
本
画
の
真
草
に
は
よ
る
と

い
へ
と
も
あ
ま
り
に
念
入
た
る
た
る

（
マ
マ
）

は
不
可
、
草
汁
墨
に
て
書
入
枯
草
合
黄
土
朱
墨
交
草
も
右
同
意
也 

 

〇
苔 



樹
や
岩
な
と
に
苔
を
書
事
大
切
也
、
多
ハ
甚
下
し
、
少
ハ
〆
ら
す
、
見
合
セ
肝
要
也
、
真
の
苔
は
地
緑

青
周
白
緑
か
粉
に
て
、
星
乱
た
る
は
し
ま
ら
す
、
繕
へ
ハ
賤
し
、
行
草
に
ハ
墨
と
蒼
緑
に
て
唯
に
て
星

へ
し
、
銭
座
に
及
は
す
、
地
引
に
星
も
同
し
、
少
し
未
干
の
内
に
星
へ
し
、
星
様
口
伝 

  

〇
正
誤 

和
漢
名
画
師
の
描
た
る
に
も
其
誤
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
誤
あ
る
ハ
画
の
病
也
、
そ
の
宜
を
ハ
採ト

リ

用
ひ
そ

の
あ
や
ま
り
を
ば
改
へ
し
、
た
と
へ
ハ
山
水
の
景
地
も
悉
其
地
に
不ズ

レ

跋
イ
タ
ラ

し
て
描
、
人
倫
も
古
人
ハ
見

事
あ
た
は
ず
、
其
外
鳥
獣
草
木
も
咸

コ
ト
〱

ク

見
事
あ
た
は
ざ
れ
ば
誤
な
し
と
は
云
べ
か
ら
ず
、
今
其
一
二
を

左
に
弁
ず
、
他
も
推
し
て
知
べ
し 

〇
漢
呉
道
子
ハ
晋
以
来
の
名
画
に
し
て
、
龍
を
画
時
は
雲
檐エ

ン
ノ
キ
ハ
軒

に
来
り
、
舞
虎
を
描
時
は
風
席
上
に
生 

 

ず
と
、
如
此
名
画
と
い
へ
ど
も
子
路
か
像
を
描
た
る
に
木
剣
を
載
た
り
、
木
剣
ハ
晋
の
代
に
始
り
て 

 

 

の
代
を
去
事
数
千
歳
の
後
也
、
又
閻
令
公
か
昭
君
を
描
た
る
に
帷
帽

イ

バ

ウ

を
被

カ
フ
ラ

し
む
、
帷
帽
は
宋
朝
に
初 

 

り
て 

の
代
を
去
事
数
百
年
の
後
也 

〇
古
者
狩
野
元
信
飛
島
を
画
た
る
に
頭
足
共
に
展ノ

ビ

た
り
、
す
べ
て
鳥
飛
時
首
を
展
れ
ば
足
縮
、
足
を
展 

 

れ
ハ
首
を
縮
、
首
足
共
に
の
ふ
る
事
な
し
、
元
信
是
を
不
知
し
て
描
た
る
な
ら
ん
、
又
群
鶴
を
描
た 

 

る
に
雛
鶴
の
未
玄カ

キ

色
な
る
羽
帯
た
る
か
地
に
在
て
自
も
の
つ
い
は
む
所
を
描
た
り
、
誤
と
云
へ
し
、 

 

玄
色
な
る
羽
抜
ざ
る
う
ち
は
親
鶴
蔓

カ
ツ
ラ

を
も
て
足
を
係

ツ
ナ
キ

置
も
の
な
れ
バ
飛
事
を
得
ず
、
白
羽
生
じ
て 

 

後
巣
立
も
の
な
れ
ば
玄
色
な
る
羽
あ
る
う
ち
は
地
上
に
描
べ
か
ら
ず
、
元
信
是
を
知
さ
る
に
や
、
誤 

 

れ
り
と
い
ふ
へ
し 

 

 
 

 

地
上
に
栖ス

ジ

鳥
ハ
後
指
上
短
シ

、
木
ニ
柄
、
栖
鳥
ハ
下
テ

長
シ

画
師
多
こ
れ
を
誤
ル
改
へ
し 

 

〇
狩
野
正
信
か
画
た
る
に
い
ま
た
巣
に
居
燕
子
之
大
燕
の
哺ホ

す
る
画
に
燕
子
ノ
尾
両
尖
を
画
た
り
、
誤 



 

れ
り
と
云
へ
し
、
燕
子
巣
を
離

ハ
ナ
ル

と
い
へ
と
も
暫
は
両
尖
を
生
セ
ず 

〇
狩
野
州
信
か
画
た
る
に
子
規
鳥

ホ

ト

ヽ

ギ

ス

之
背
を
見
る
所
を
画
た
り
、
子
規
常
に
高
飛
す
、 

何
そ
背
を
見
る
へ 

 

き
、
誤
と
云
へ
し 

〇
子
規
鳥
郭
公
啄
木
鳥

ケ

ラ

ツ

ヽ

キ

虫
喰
等
之
足
指
前
後
各
二
本
ツ
ヽ
也
、
是
等
を
前
指
三
本
書
た
る
あ
り
、
誤
と 

 

い
ふ
へ
し 

〇
麒
麟
鳳
凰
ハ
世
に
常
に
在
る
も
の
な
りら

ね
は
、
誰
其
形
を
見
て
写
し
た
る
と
云
事
も
な
け
れ
ハ
、
今 

 

描
所
真
に
似
た
る
や
否
を
不
知 

〇
鷹
に
は
別
伝
あ
り
、
猥
り
に
描
時
は
真
に
あ
ら
ず
よ
く
知
れ
る
人
に
尋
知
へ
し
、
故
に
今
爰
に
不
論 

〇
畜
獣
角
あ
る
も
の
は
歯
な
し
、
又
二
蹄
或
三
蹄
也 

〇
諸
島
翅

ツ
バ
サ

右
左
を
掩
者
雄
、
左
右
を
掩
者
雌
、
故
雌
雄
知
か
た
き
も
の
は
是
に
因
て
弁
ず 

〇
諸
鳥
獣
を
画
に
広バ

広
（
マ
マ
）

所
に
描
く
と
も
、
生
よ
り
大
き
に
描
へ
か
ら
す
、
狩
野
家
に
ハ
生
よ
り
大
き 

 

く
描
事
あ
り
、
誤
と
い
ふ
へ
し 

人
物
及
花
鳥
に
至
ま
て
唐
土
之
産
物
は
唐
筆
に
随
へ
し
、
狩
野
家
ニ
ハ
唐
筆
も
用
ゆ
と
い
へ
と
も
唐

物
を
描
た
る
に
其
誤
甚
多
し
、
獅
子
に
牡
丹
を
描
た
る
に
多
く
は
和
の
牡
丹
を
用
ゆ
、
誤
れ
り
と
云

へ
し
、
獅
子
ハ
西
域
之
獣
に
て
唐
土
に
さ
へ
な
く
見
し
人
も
な
け
れ
ハ
彩
色
も
慥
な
ら
す
、
又
和
の

牡
丹
を
用
る
事
大
に
誤
と
い
ふ
へ
し
、
唐
の
牡
丹
に
て
も
用
ハ
可
也
共
云
へ
き
か
、
或
ハ
桜
に
秦
吉

了
、
鸚
鵡
、
音
呼
の
た
く
ひ
を
描
き
た
る
も
誤
れ
り
と
云
へ
し
、
す
へ
て
唐
鳥
に
和
之
草
木
和
鳥
に

唐
の
草
木
な
と
堅
く
描
へ
か
ら
す 

〇
古
戦
之
図
に
冑
下
地
の
髪
を
鬢
髪
ば
か
り
残
し
た
る
あ
り
、
誤
と
い
ふ
へ
し
、
月
代
は
室
町
家
よ
り 

 

初
た
る
事
也 

〇
公
卿
文
官
塗
弓
持
た
る
図
多
し
、
塗
弓
ハ
正
月
十
七
日
大
射
の
時
の
み
と
聞
し 

 

〇
菅
公
之
図
之
論 



世
に
菅
公
之
像
を
画
た
る
に
或
ハ
自
画
之
写
な
り
と
云
、
又
ハ
自
画
也
な
ど
云
に
皆
黒
キ
袍
之
縫
掖
に

浮
線
綾
か
雲
立
涌ワ

キ

の
も
や
う
也
、
或
ハ
も
や
う
は
か
は
る
と
も
黒
キ
袍
な
ら
ざ
る
ハ
な
し
、
我
先
祖
の

書
た
る
も
皆
黒
袍
な
り
、
し
か
る
に
三
代
経
光
故
有
て
菅
公
之
孫
文
時
之
筆
な
る
像
を
見
し
事
あ
り
し

が
縹
袍
に
闕
掖
也
、
太
刀
も
螺
鈿
に
て
平
帯
も
仕
な
り
、
尤
文
時
も
菅
公
を
物
し
た
る
事
ハ
あ
る
べ
か

ら
ざ
れ
ど
も
、
そ
の
事
跡
を
バ
知
た
ま
ふ
べ
け
れ
ば
是
ぞ
実
之
装
束
な
ら
ん
と
て
経
光
よ
り
し
て
菅
公

之
像
を
改
描
て
縹
袍
に
書
し
が
、
経
光
か
筆
ハ
世
に
三
枚
な
ら
て
は
な
し
と
也
、
光
国
光
高
二
代
ハ
此

義
を
し
ら
ず
、
古
画
師
之
筆
跡
に
ま
か
せ
て
皆
黒
袍
に
書
し
也
、
実
はに

知
ヌ
菅
公
之
時
代
ハ
黒
キ
袍
ハ

橡
ツ
ル
バ
ミ

と
て
喪
礼
之
服
也
、
常
に
ハ
着
す
る
事
な
し
、
百
官
之
服
定
れ
るり

と
い
へ
と
も
大
中
納
言
よ
り
上

ツ
か
た
は
皆
縹
袍
也
、
其
後
段
々
製
か
は
り
て
唐
服
を
略
し
用
ひ
、
八
十
四
代
順
徳
帝
之
時
建
暦
年
中

に
初
め
て
百
官
之
服
色
を
改
め
大
中
納
言
ハ
黒
袍
と
な
り
き
、
後
人
そ
れ
を
見
誤
り
大
中
納
よ
り
ハ
黒

キ
袍
こ
そ
宜
し
か
ら
め
と
て
、
古
の
菅
公
に
ま
て
後
代
之
黒
袍
を
着
セ
し
め
け
る
と
見
へ
た
り
、
彼
是

を
通
し
考
る
に
黒
袍
之
菅
公
之
像
は
大
寄宰

ヵ

之
油師

に
下
り
た
ま
ひ
し
時
ニ
も
合
す
、
皆
後
人
之
偽
筆
也
、

事
明
に
知
へ
し
、
北
野
之
像
も
黒
袍
な
れ
は
是
も
う
た
か
ひ
有
に
近
し
、
三
度
ま
て
焼
亡
し
尊
像
も
焼

失
な
れ
ハ
後
人
之
偽
作
な
ら
ん
も
知
へ
か
ら
す
、
其
装
束
も
弁
す
へ
か
ら
す
、
自
画
之
像
な
と
ゝ
い
へ

と
も
黒
袍
之
着
し
た
ま
ひ
し
は
信
す
へ
か
ら
す
、
菅
公
何
そ
筆
し
た
ま
は
ん
や
、
か
の
文
時
之
筆
な
る

ハ
高
辻
之
家
蔵
に
て
容
易
に
見
る
へ
か
ら
す
、
文
時
も
菅
公
薨
後
に
生
れ
た
ま
へ
ハ
実
の
面
体
は
う

つ
ゝ
さ
る
事
も
あ
る
へ
し
、
其
外
時
平
、
行
本
、
高
規
、
淳
茂
、
佐
理
、
道
風
な
と
も
す
へ
て
菅
公
の

時
代
前
後
の
人
々
に
黒
キ
袍
着
た
る
画
多
し
、
皆
信
す
へ
か
ら
す
、
巨
勢
金
岡
ハ
菅
公
と
同
時
之
画
師

な
れ
は
も
し
金
岡
か
筆
し
た
る
あ
ら
は
是
そ
真
之
像
な
ら
ん
尋
て
求
む
へ
し
、
又
渡
唐
の
像
ハ
唐
の
王

維
か
画
た
る
像
、
応
永
年
中
に 

本
朝
に
来
り
し
と
あ
れ
ハ
是
は
漢
画
に
似
セ
て
描
へ
し
、
光
高
是
を

得
た
る
事
あ
り
て
其
侭
に
写
し
王
維
が
筆
は
高
辻
之
家
に
蔵
、
是
即
秘
書
監
之
服
也 

〇
小
町
の
絵
に
袴
の
す
そ
出
し
た
る
有
宜
し
か
ら
す
小
町
は
か
り
は
は
か
ま
の
す
そ
を
か
く
す
か
よ
し 



〇
源
廷
尉
の
像
に
品
々
あ
り
、
今
経
光
が
描
た
る
を
以
て
佳
也
と
す
へ
し 

 
 

 

武
例
高
松
之
図
ヲ
知
牛
若
丸
之
図
ハ
何
れ
か
是
な
る
を
し
ら
す
、 

 
 

 

古
代
之
武
将
ハ
武
将
丹
青
囊
に
委
し
く
書
ぬ
れ
は
今
爰
に
記
さ
す 

 

〇
仏
像
ハ
我
家
に
定
法
な
し
爰
に
省
く 

す
へ
て
古
人
を
描
た
る
に
は
其
誤
甚
多
し
、
し
か
れ
と
も
我
家
に
ハ
力
て
其
誤
を
正
す
、
よ
く
弁
知

へ
し
、
若
一
ツ
も
誤
あ
る
時
は
た
と
ひ
上
工
の
上
品
た
り
と
も
画
の
病
な
り
、
よ
く

〱
考
知
へ
し
、

故
に
習
学
を
先
務
と
す
、
習
あ
る
者
は
下
工
と
い
へ
と
も
其
習
見
る
ゝ
事
、
習
な
き
者
ハ
老
巧
と
い

へ
と
も
必
疎
謬
あ
り
、
是
に常

に
深
く
心
を
留
メ
山
川
草
木
人
倫
鳥
獣
ま
て
も
其
形
状
を
知
さ
れ
は
或

ハ
真
に
写
ら
さ
る
事
あ
り
、
狩
野
家
に
は
我
家
之
法
を
立
と
い
へ
と
も
和
漢
の
画
法
を
知
さ
る
と
見

へ
た
り
、
唯
和
漢
の
画
法
を
混
雑
し
て
用
る
時
は
万
物
皆
正
真
と
乖
事
多
し
、
狩
野
家
に
は
今
頗
漢

画
を
用
ゆ
と
い
へ
と
も
又
漢
画
に
あ
ら
す
、
況
や
和
画
に
於
を
や 

我
朝
古
代
の
名
将
或
ハ
公
卿
官

女
等
に
は
品
々
の
伝
法
あ
り
、
狩
野
家
に
は
其
法
不
伝
と
見
へ
た
り
、
唯
筆
力
の
逞
を
本
と
し
て
真

不
真
を
不
弁
、
古
代
の
狩
野
友
清
或
ハ
元
信
な
と
の
書
た
る
に
は
成
ほ
と
漢
画
に
等
事
あ
り
し
か
中

古 
 

の
比
よ
り
し
て
形
状
を
失
ひ
随
意
の
画
法
と
な
り
、
只
草
筆
を
第
一
と
し
て
正
真
を
不
弁
可

悲
の
至
也
、
生
に
不
似
し
て
宜
と
云
と
ハ
又
別
事
也
、
画
ハ
本
物
之
実
形
を
取
り
て
描
も
の
な
れ
ハ
、

不
似
内
に
似
た
る
気
味
有
へ
し
、
漢
画
ハ
成
ほ
と
そ
れ

〱
の
正
真
に
似
て
不
レ

下
イ
ヤ
シ
カ
ラ

、
和
画
に
ハ

正
真
に
似
た
る
と
思
へ
は
又
下イ

ヤ

し
き
所
あ
り
、
彩
色
も
狩
野
家
に
は
麁
末
な
る
事
ま
ゝ
あ
り
、
本
行

草
に
は
左
も
有
へ
け
れ
と
も
真
か
ゝ
り
た
る
に
は
彩
色
に
口
伝
多
し
、
是
本
画
具
製
を
不
知
故
か
、

予
か
家
に
ハ
ま
つ
真
筆
を
宗
と
し
て
行
草
を
次
と
す
、
草
筆
の
ミ
好
ぬ
れ
ハ
皆
実
を
失
ふ
、
狩
野
家

に
ハ
ま
つ
草
筆
を
宗
と
す
、
尤
筆
力
の
強
所
ハ
及
へ
か
ら
す
、
一
得
あ
れ
ハ
一
失
あ
り 

〇
中
古
よ
り
西
川
鳥
井
と
い
ふ
者
あ
り
、
是
予
か
家
之
派ハ

を
汲
損
、
只
物
々
の
真
に
似
る
様
に
と
の
ミ 



思
ひ
余
り
に
密
細
に
書
し
ま
ゝ
終
に
其
体
甚
下
し
く
な
り
ぬ
、
是
画
法
之
伝
を
得
す
し
て
只
画
美
し

き
様
に
と
お
も
ひ
、
自
己
に
書
た
れ
ハ
筆
力
も
な
く
只
風
流
の
妓
女
歌
舞
妓
な
と
を
の
ミ
書
、
素
人

小
児
の
目
を
喜
し
め
却
て
其
真
を
失
ふ
ゆ
へ
町
絵
師
或
ハ
浮
世
画
師
之
名
あ
り
、
彩
色
も
画
具
の
法

を
不
知
ゆ
へ
只
ぬ
り
た
る
は
か
り
也
、
其
外
鳥
獣
草
木
を
画
た
る
も
筆
力
な
く
又
真
に
も
似
す
、
甚

蓮
く
下
し
て
取
に
た
ら
す
、
尤
誤
も
多
し
、
心
あ
ら
ん
人
ハ
賞
へ
き
も
の
に
あ
ら
す
、
見
る
に
し
た

か
ひ
見
劣
す
る
も
の
也
、
是
等
之
者
或
は
土
佐
か
伝
を
得
た
り
、
な
ん
と
ゝ
鳴
は
実
に
予
家
の
汚
名

な
り 

 

〇
鳥
羽
絵
と
云
者
は
昔
鳥
羽
僧
正
覚
献
常
に
戯
画
を
好
て
書
出
し
た
る
と
也
、
人
の
形
手
足
瘦
て
長
し
、 

 

是
人
の
日
に
向
ひ
た
る
影
を
写
し
た
る
と
也
、
是
又
一
流
に
し
て
画
師
之
取
扱
も
の
に
あ
ら
す
、
覚 

 

献
ハ
源
道
済
之
孫
能
賢
之
子
也
、
法
輪
院
に
居
、
鳥
羽
之
僧
正
と
称
す 

 

右
画
法
大
伝
一
卷
者
我
家
伝
来
之
秘
法
也
恐
觝
他
耳
而
不
成
巻
帙
只
以
口
授
然
亦
後
世
患
有
違
乖
今
授

禿
亳
勒
為
一
巻
蔵
諸
家
敢
而
投
他
掌 

 

元
禄
三
庚
午
秋
七
月
書
于
省
吾
斎 

 

 

右
之
一
書
者
土
佐
流
之
秘
木
而
希
世
予
之
家
公
有
故
而
得
之
走
筆
灯
下
又
有
烏
焉
馬
之
誤
故
予
改
正
之 

 

宝
暦
元
辛
未
仲
冬 

 
 

 
 

 
 

 

撻
懶
堂
岩
斎
白
蔵 

文
政
五
年
壬
午
春
二
月
得
於
土
井
氏
所
蔵
写
之  

 
 

 
 

 
 

内
田
邦
之
蔵 

 


